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戦
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と
「
白
豪
政
策
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ー
多
元
文
化
社
会
へ
の
歩
み
ー

の
終
焉
（
一
）

戦後オーストラリアの大量移民と「白豪政策」の終焉（1）
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じ
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目
的
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一
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ト
ラ
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ス
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リ
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化
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…
…
…
…
…
・
…
…
…
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…
…
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・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法学研究57巻1号（84：1）

第1図人口増の内訳（自然増＋移民）ig46－47から1980－81
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資料：Department　of　Immigration　and　Ethnic　Affαirs．！1郷龍磁％1常”¢∫g鰯♂o％

　　　　Conso互磁云召4S観露あ傷ヱ0，ヱ978and　Australian　Bureau　of　Statistics．

　　　　！1％s餓ヒzZたz，z、06卿09名とψhあSムとz≠丞あ‘s　Q彼2露召γ砂．

引用：Department　of　Immigration　and　Ethnic　Affairs，1～召∂勿ωげ且欝’名漉彪告

　　　　1）伽zo罰妙hあ丁惚πゐ，ヱ982，A．G．P．S．，1982，p．2。

は
じ
め
に
i
本
稿
の
目
的

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
戦
後
の
歴
史
は
、
一
九
四
七
年
に
開
始
さ
れ
た

大
量
移
民
計
画
の
実
施
と
と
も
に
始
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

一
九
四
七
年
以
来
、
今
日
ま
で
移
民
の
数
は
既
に
三
百
万
人
を
超
え
、

人
口
増
加
分
の
約
半
分
を
ま
か
な
っ
て
き
た
（
第
－
図
参
照
）
。
そ
の
移
民

増
加
に
伴
う
人
口
増
加
が
戦
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
内
市
場
の
拡
大

を
生
む
と
と
も
に
、
輸
入
代
替
製
造
工
業
（
一
一
巷
9
π
①
審
。
聾
窪
二
注
串

巳
邑
の
発
展
を
促
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
戦
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
工
業
化
と
経
済
発
展
は
、
大
量
移
民
が
な
け
れ
ば
順
調
に
行
か
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
戦
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
発
展
・

産
業
的
発
展
と
社
会
変
動
を
考
察
す
る
際
、
こ
の
移
民
の
問
題
を
避
け

て
通
る
こ
と
は
重
大
な
落
ち
度
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
は
、
今

日
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
直
面
す
る
社
会
ー
文
化
変
動
（
。・
8
δ
－
。
隻
ξ
巴

3
き
α
q
。
）
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
具
体
的
に
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
量
移
民
計
画
と
そ
の
実

施
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
大
量
移
民
の
結
果
と
し
て
生
じ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
非
英
語
国
移
民
（
有
色
・
白
色
人
種
の
双
方
を
含

む
）
に
対
す
る
態
度
変
容
の
過
程
、
す
な
わ
ち
白
豪
政
策
（
最
ミ
蔓
①
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》
量
邑
一
Ω
。
害
一
身
）
の
終
焉
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
の
時
代
的
考
察
範
囲
は
、
一
九
四
七
年
の
大
量
移
民
計
画
の
実
施
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
「
多
元
文
化
主
義
（
馨
匡
8
巨
邑
陣
弩
）
」
あ
る
い
は
「
多
元
文
化
社
会
（
馨
匡
昆
ε
邑
。
・
9
蒐
図
）
」
と
い
う
概
念
の
普
及
と
定
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
み
ら
れ
は
じ
め
た
一
九
七
〇
年
代
後
半
ま
で
と
な
る
で
あ
ろ
う
・

戦後オーストラリアの大量移民とド白豪政策」の終焉（1）

（
1
）
　
な
お
、
本
論
に
入
る
前
に
語
義
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
た
い
。
一
般
に
レ
イ
ス
（
β
8
）
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
（
Φ
饒
巳
。
）
を
分
け
る
の
が
普
通
と
さ

　
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
原
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
（
》
ぎ
ユ
閃
3
留
）
と
白
人
と
の
問
題
を
論
じ
る
時
は
レ
イ
シ
ャ
ル
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
（
§
芭
邑
毘
o
霧
）
と
し
、
白
人
と
非
英
語
系
移
民
、
と
く
に
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
と
の
間
に
お
い
て
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
①
テ

　
且
。
邑
＆
○
霧
）
が
使
用
さ
れ
る
Q
前
者
は
白
人
と
黒
人
、
後
者
は
白
人
と
白
人
の
関
係
で
あ
る
Q
レ
イ
ス
と
い
う
概
念
は
生
物
的
・
肉
体
的
形
態
・

　
色
彩
の
差
を
中
心
に
お
き
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
る
語
は
、
文
化
的
・
生
活
様
式
上
の
違
い
、
と
く
に
言
語
差
を
重
視
し
て
使
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
白

　
人
と
ア
ジ
ア
人
（
中
国
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
）
と
の
閲
も
、
本
来
は
レ
イ
ス
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ

　
ソ
ズ
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
多
い
。
こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
人
の
中
に
も
様
々
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
が
い
る
か
ら
で
、
こ
の
面
を

　
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
概
念
区
別
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
移
民
と

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
白
人
と
の
関
係
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
を
使
い
、
土
着
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
の
関
係
の
時
は
レ
イ
ス
を
使
う
、
と
い
っ
た
区
別

　
と
も
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
習
慣
に
従
っ
た
使
い
方
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　
ま
た
一
般
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
と
、
ア
ソ
グ
p
H
サ
ク
ソ
ン
系
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
系
等
英

　
国
系
以
外
の
人
々
、
つ
ま
り
非
英
語
国
民
を
示
す
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
ン
グ
ロ
目
サ
ク
ソ
ン
系
も
一
つ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
で
あ
る

　
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
に
異
質
な
人
々
と
い
う
判
断
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
自
然
に
そ
の
よ

　
う
に
使
う
風
習
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
厳
密
な
使
用
方
法
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
」
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
習
慣
に
で
き
る
だ
け
従

　
っ
た
使
い
方
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
も
レ
イ
ス
も
曖
昧
な
使
わ
れ
方
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
な
お
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
を
そ
の
ま
ま
カ
タ
カ
ナ
に
し
た
の
は
、
人
種
・
民
族
と
い
う
言
葉
に
訳
す
と
生
硬
に
な
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
Q
有
斐
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
双
書
中
の
「
社
会
学
小
辞
典
」
（
昭
和
五
二
年
版
）
で
は
、
エ
ス
三
ッ
ク
を
人
種
と
訳
し
た
り
民
族
と
訳
し
た
り
不
統
一
で
あ
る
。
例
え
ば
、
9
冒
一
。

　
ヨ
ぎ
＆
蔓
（
P
一
曾
）
を
少
数
民
族
と
し
、
§
Φ
（
℃
』
8
）
を
人
種
と
し
て
い
る
Q
し
か
し
、
§
芭
α
q
δ
后
そ
し
て
。
浮
鉱
。
α
q
δ
唇
（
℃
』
8
）

　
も
一
つ
と
し
て
人
種
集
団
と
訳
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
種
と
民
族
と
は
概
念
上
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
（
三
七
〇
頁
参
照
）
。
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〔〕

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
戦
後
の
大
量
移
民

O
　
戦
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
移
民
計
画
の
基
本
目
的
ー
移
民
と
白
豪
主
義

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
、
一
九
四
七
年
か
ら
の
「
大
量
移
民
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ん
で
い
る
が
、
主
な
も
の
は
以
下
の
も
の
で
あ
ろ
う
・

鋤画㊧⇔e
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
導
入
の
目
的
は
、

目
的
に
従
っ
て
い
な
い

労
働
者
）
の
調
達
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
た
。

て
工
場
等
で
働
か
せ
る
と
い
う
雇
用
関
係
を
維
持
し
た
。

っ
て
い
た
。

う
労
働
力
増
加
率
の
低
減
、

の
他
不
熟
練
労
働
を
回
避
す
る
傾
向
の
増
大
、

に
踏
み
切
っ
た
原
因
な
い
し
目
的
に
つ
い
て
は
、
様
々
に
議
論
を
呼

第
二
次
世
界
大
戦
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
大
陸
防
衛
が
急
務
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
た
め
の
人
口
増
加
策
と
し
て
。

人
口
増
加
に
伴
う
市
場
拡
大
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
拡
大
、
自
立
化
。

経
済
成
長
の
基
礎
と
な
る
工
業
化
お
よ
び
工
業
化
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
整
備
の
た
め
の
労
働
力
調
達
。

人
道
主
義
的
な
立
場
か
ら
戦
争
・
紛
争
・
災
害
等
に
よ
る
難
民
の
受
容
・

文
化
的
発
展
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
（
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ッ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
）
の
よ
う
に
単
純
な

　
　
　
　
　
　
。
西
ヨ
！
・
ッ
パ
の
移
民
政
策
は
、
工
業
化
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
不
足
し
だ
し
た
工
業
労
働
者
（
ブ
ル
ー
ヵ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
故
に
、
若
年
独
身
男
性
を
中
心
に
移
民
労
働
力
と
し
て
導
入
し
、
臨
時
雇
用
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
と
と
も
に
彼
ら
を
必
要
と
し
な
く
な
れ
ば
、
本
国
へ
帰
還
を
促
す
こ
と
に
な

（
2
）　
　
こ
の
よ
う
な
政
策
が
と
ら
れ
た
の
は
、
先
進
諸
国
の
多
く
が
共
通
に
か
か
え
て
い
た
問
題
、
人
口
出
生
率
の
低
下
に
と
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
教
育
年
数
の
増
加
に
よ
る
若
年
労
働
力
の
減
少
、
教
育
程
度
の
上
昇
に
つ
れ
単
純
工
程
作
業
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
上
昇
す
る
賃
金
の
中
で
低
賃
金
労
働
力
を
得
た
い
と
い
う
資
本
家
側
の
要
請
な
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戦後オーストラリアの大量移民と「白豪政策」の終焉（1）

　　　　　　　第1表　主要EC諸国における外国人労働者（1977年）

　　　　　　　　　1）　　　　2）　　　　3）　　　　4）　　　　5）　　　　6）
　　　　　　　西独ベノレギーフランス努諺　オランダ　英国

アノレジェリア　　　ー　　2，400　331，100　　　一　　　一　　　500
オーストリア　　　75，000　　　3，700　　　　一　　　　 一　　　　一　　　3，000

フィンランド　　 2，900　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　 24，000

ギリシァ　162，500　9，600　　一　　一　 1，900　1，000
イタリァ　281，200　106，400　199，200　10，800　10，000　10，500
モロッコ　15，200　22，200　152，300　　－　29，200　56，500
ポ　ノレ　ト　ガ　ノレ　　　　　60，200　　　　　　3，900　　　　360，700　　　　　12，900　　　　　　5，200　　　　　　　　500

スペィン　100，300　27，300　204，000　22200　17，500　3，000
チュニジア　　　ー　　1，900　　73，000　　　－　　1，100　　　一
ト　　　　ノレ　　　　コ　　　　　517，500　　　　　　1，700　　　　　31，200　　　　　　　　　－　　　　　42，400　　　　　　4，500

ユーゴ377，200　－42ン200　600　8，000　8，500
その他7）　296，600　111，900　190，600　22，600　21，000　753，500

　合計　 1，888，600　306，3001，584，300　49，100　136，300　865，500

1）国境労働者を含む。2）1977年4月国勢調査，国境労働者を含まず。3）1975年センサス。4）ベルギー統計か

らの推定値。5）労働許可証所有者数06）1975年EEC労働力統計・7）アイルランド：293・000人を含む。

資料：勝俣誠rECにおける域外途上国労働者移動と途上国経済発展とのリンク問題」

　日本EC学会編『年報第2号』1982年，p．65．より引用。

ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
Q

　
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
を
除
く
E
E
C
諸
国
の
場
合
、
一
九
五
八
年

か
ら
六
八
年
の
労
働
力
人
口
の
増
加
率
は
年
平
均
○
・
六
％
に
過
ぎ

ず
、
経
済
的
に
有
効
な
労
働
力
の
場
合
は
○
・
一
％
と
さ
ら
に
低
い

と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
大
き
な
移
民
労
働
力
導
入
の
原
因
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
一
九
六
〇
年
代
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
　
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
そ
し
て
ト

ル
コ
な
ど
か
ら
大
量
の
移
民
労
働
力
が
北
な
い
し
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

流
入
し
た
が
、
そ
の
数
は
一
九
七
三
年
に
は
約
七
百
万
人
に
も
達
し

た
と
さ
れ
る
（
第
－
表
参
照
）
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
、
西
イ
ソ
ド
諸

島
か
ら
の
有
色
人
種
を
含
め
て
、
一
九
六
五
年
ま
で
に
八
五
万
か
ら

百
万
人
（
全
人
口
の
二
％
を
占
め
る
）
に
達
し
、
有
色
人
排
斥
問
題
が

大
ぎ
な
政
治
・
社
会
間
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
他

の
諸
国
で
も
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
イ
ン
ド
、
中
近
東
そ
し
て
ア
ジ
ア

と
移
民
の
母
国
が
多
様
化
す
る
と
と
も
に
問
題
も
大
き
く
な
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
労
働
者
は
客
員
労
働
制
度
（
衆
α
q
¢
鐘

ぎ
詩
窪
ω
旨
窪
）
と
称
さ
れ
る
体
制
の
も
と
、
短
期
的
臨
時
的
・
下

層
労
働
力
と
し
て
調
達
さ
れ
て
お
り
、
本
国
へ
い
ず
れ
帰
国
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
比
較
的
目
的
の
単
純
な
移
民
政
策
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
の
目
的
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
内
的
・
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

的
環
境
を
反
映
し
て
多
少
と
も
複
雑
で
あ
り
多
元
的
で
あ
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
冒
頭
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
が
、
多
少
説
明
を
加
え
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
・

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
政
策
に
お
い
て
、
当
初
、
最
も
重
視
さ
れ
た
の
が
防
衛
間
題
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
日
本
軍
に

よ
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
爆
撃
、
お
よ
び
特
殊
潜
行
艇
に
よ
る
シ
ド
ニ
i
湾
攻
撃
　
　
前
者
は
、
一
九
四
二
年
二
月
一
五
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

陥
落
し
た
直
後
の
同
月
一
九
日
よ
り
開
始
さ
れ
、
後
者
は
、
同
年
三
月
三
一
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
ー
こ
れ
ら
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
の
未
曽
有
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
直
接
的
な
攻
撃
お
よ
び
太
平
洋
戦
争
全
体
を
契
機
と
し
て
防

衛
問
題
が
戦
後
も
大
き
な
問
題
と
し
て
、
戦
時
中
と
同
様
に
考
慮
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。
島
国
大
陸
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
本
土
防
衛
に

対
し
て
、
こ
の
広
大
な
大
陸
に
存
在
す
る
人
口
は
あ
ま
り
に
小
さ
く
、
こ
れ
で
は
不
安
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
高
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
、

防
衛
問
題
と
関
連
さ
せ
て
人
口
問
題
を
考
え
る
と
い
う
の
は
、
な
に
も
こ
の
時
は
じ
め
て
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
人
口
問
題
（
9
讐
・

喜
8
冥
・
幕
壽
）
と
い
う
も
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
と
と
も
に
古
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
防
衛
問
題
と
関
連
さ
せ
て
の
議
論

が
高
ま
っ
た
の
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
、
・
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
南
下
政
策
を
契
機
と
す
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
大

陸
攻
撃
は
仮
説
の
域
を
出
ず
真
剣
に
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
そ
の
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
一
九
四
七
年
よ
り
の
移
民
計

画
の
推
進
者
で
あ
っ
た
大
臣
コ
ー
ル
ウ
ェ
ル
（
貯
浮
賃
9
一
壽
F
言
嘉
什
Φ
＝
・
二
謀
・
§
呂
8
き
竃
量
噂
讐
8
）
は
一
九
四
六
年
の
国
会
で

次
の
よ
う
に
言
明
し
て
い
る
。
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『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
、
破
壊
的
な
被
害
を
受
け
て
か
ら
ま
だ
ほ
ん
の
四
年
し
か
経
過
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
数
百
数
千
万
人
と
う
よ
う
よ
い
る
人
口

か
ら
調
達
さ
れ
た
目
本
軍
が
、
我
々
の
都
市
を
、
あ
る
い
は
後
背
地
を
躁
欄
し
よ
う
と
脅
威
を
与
え
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
あ
ま
り
に
多
く
、

我
ら
は
あ
ま
り
に
少
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
今
や
平
和
な
時
が
ま
い
り
ま
し
た
。
我
々
は
、
こ
の
平
和
を
永
続
化
す
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
次
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
新
世
界
で
あ
れ
旧
世
界
で
あ
れ
、



ど
ん
な
に
我
々
が
、
我
々
の
知
性
、
現
実
把
握
能
力
、
そ
の
他
我
々
が
利
用
し
う
る
全
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
対
抗
し
て
も
対
抗
し
き
れ
な
い
可

能
性
、
す
な
わ
ち
武
力
闘
争
が
起
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
頑
固
な
ま
で
の
可
能
性
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
、
計
画

的
移
民
政
策
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
（
o
§
§
§
ミ
。
R
執
き
、
ミ
ミ
ミ
§
妹
9
憶
黛
b
＆
ミ
聲
国
。
瘍
。
9
国
昌
．
Φ
ω
。
暮
畳
く
β
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

2
0
＜
Φ
目
び
角
一
逡
9
＜
o
一
。
一
c
o
り
｝
℃
層
r
8
㌣
＝
）
』
。

戦後オーストラリアの大量移民と「白豪政策」の終焉（1）

　
こ
の
言
明
は
、
す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
一
九
四
三
年
の
首
相
力
ー
テ
ィ
ソ
（
智
冒
9
三
〇
）
の
人
口
増
加
宣
言
、
ま
た
一
九
四
五
年
の
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

相
代
理
フ
ォ
ー
ド
（
閃
§
含
ぎ
昏
）
に
よ
る
移
民
増
加
宣
言
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
直
前
に
も
、
こ
の
よ
う
な
人
口
の
少
な
さ
に
対
す
る
警
告
は
何
度
と
な
く
存
在
し
た
が
、
や
は
リ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

お
け
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
海
軍
の
防
衛
力
を
信
頼
し
て
い
た
た
め
に
、
真
剣
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
の
如
く
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
陥
落
、
そ
の
二
ヶ
月
前
、
イ
ギ
リ
ス
戦
艦
レ
パ
ル
ス
お
よ
び
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
撃
沈
（
一
九
四
一
年
一
二
月

一
〇
日
）
、
と
い
う
事
実
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
海
軍
の
脆
弱
さ
を
、
ま
た
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
撃
撃
・
シ
ド
ニ
ー
湾
潜
入
は
目
本
の
脅
威
を
知
ら
し

め
、
英
国
へ
の
盲
信
を
打
ち
砕
く
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
強
い
依
存
と
同
時
に
自
助
防
衛
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
人
口
増
加
間
題
を
移
民
政
策
に
よ
っ
て
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
口
増
加
率

　
　
　
　
　
（
7
）

の
減
少
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
世
紀
の
初
頭
よ
り
の
出
生
率
の
低
下
と
と
も
に
、
家
族
構
成
に
対
す
る
人
々
の
期
待
・
規
範
の
変
化

（
大
家
族
よ
り
は
小
家
族
）
が
存
在
し
、
人
口
再
生
産
能
力
に
多
く
を
期
待
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
（
第
2
表
参
照
）
。
こ
の
点
を
補
う

た
め
に
は
、
是
非
と
も
大
量
移
民
の
導
入
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
移
民
計
画
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
い
く
つ
か
の

条
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
ま
ず
第
一
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
お
荷
物
に
な
ら
ず
に
、
経
済
発
展
に
十
分
寄
与
す
る
移
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
い

く
ら
防
衛
の
た
め
の
人
口
増
加
と
は
い
え
、
む
や
み
に
移
民
を
導
入
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
彼
ら
新
し
い
移
民
を
含
め
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
を
養
う
経
済
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
工
業
化
を
お
し
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
工
業
化
の
た
め
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第2表平均子供数（既婚45～49才女性とその子供）

年代　子供数　　　備　　考

1881　6．36　1911年の国勢調査にて75－79才の女性より推定
1891　　　6．53　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　65一一69才　　　　　　〃

1901　　　　6．07　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　55－r59才　　　　　　〃

1911　　　5．05

1921　　　　4．02

1932　3．60　　1947年の国勢調査にて60－64才の女性より推定
1942　　　3．03　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　50一一54才　　　　　　〃

1947　　　　2．77

1954　　　　2．43

1961　　　2．50

1966　　　2．66

1973　2．87　貧困調査委員会のためのオーストラリア統計局の数字

資料出所3Bettina　Cass，‘Fa皿ily’，Davis，Encel　and　Berry，eds．，
　！i％s診ゲα♂づαπSoo¢θ孟2ノ，11Sooゼ09℃9乞oα♂■π6？go4伽診¢oπ，3r（i　edition，　1977

　Lo皿gman　Cheshire，Melboulne，P．154．

の
前
提
条
件
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
の
整
備
も
推
進
せ
ね
ば

な
ら
ず
、
故
に
、
工
業
化
の
た
め
に
は
若
い
男
性
あ
る
い
は
夫
婦
が
優
先
さ

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
と
同
時
に
、
第
二
の
条
件
と
し
て
防
衛
問

題
が
第
一
で
あ
っ
た
移
民
計
画
の
も
と
、
移
民
は
で
き
る
限
り
永
久
移
住

（
速
§
嘗
婁
裟
詩
邑
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
の
永
久
移
住
・
防
衛
問
題
と
関
連
し
て
重
要
な
移
民
計
画
の
第
三
の
条

件
は
、
人
種
的
・
文
化
的
に
移
民
は
異
質
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
防
衛
上
、
同
質
的
な
国
民
で
あ
る
こ
と
の
方
が
有
利
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
英
豪
文
化
複
合
（
ぎ
α
Q
す
を
ω
冨
一
ぎ
亀
侍
仁
邑

8
居
露
）
の
発
展
も
重
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
移
民
の
第

一
位
優
先
順
位
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
中

心
と
し
た
英
語
系
国
民
で
あ
っ
た
。
第
四
に
、
同
じ
く
防
衛
問
題
と
関
連
し

て
、
移
民
は
旧
来
よ
り
存
在
す
る
都
市
に
滞
留
す
る
こ
と
な
く
、
出
来
る
限

り
大
陸
全
体
に
拡
散
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
結
果
と
し
て
、
都
市
の
オ
ー
ス
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ト
ラ
リ
ア
の
工
業
労
働
者
と
直
接
に
仕
事
の
奪
い
合
い
が
生
じ
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
移
民
計
画
は
、
単
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
利
益
の
み
を
考
え
る
防
衛
・
経
済
的
見
地
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
第
二
次

世
界
大
戦
の
被
害
に
よ
る
多
く
の
ヨ
ー
・
ッ
パ
戦
争
難
民
な
い
し
は
共
産
主
義
・
社
会
主
義
化
の
影
響
で
帰
る
べ
き
土
地
と
家
を
失
っ
た

人
々
の
た
め
に
落
ち
着
く
先
を
提
供
す
る
と
い
う
人
道
主
義
的
側
面
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
先
程
引
用
し
た
コ
ー
ル
ウ
ェ
ル
は
、
同
じ
言
明
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
『
政
府
は
、
元
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
兵
の
処
遇
に
対
す
る
責



戦後オーストラリアの大量移民と「白豪政策」の終焉（1）

任
と
、
連
邦
全
体
に
み
ら
れ
る
重
大
な
住
宅
不
足
の
継
続
を
考
慮
し
た
場
合
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
難
か
し
い
の
で
あ
り
ま
す

が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
人
道
主
義
的
な
立
場
か
ら
、
ヨ
i
・
ッ
パ
の
難
民
の
救
済
に
い
く
ば
く
な
り
と
も
貢
献
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
ま
す
』
。
し
か
し
、
こ
の
言
葉
の
あ
と
に
す
ぐ
続
け
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
を
安
心
さ
せ
る
。

　
　
『
こ
の
外
国
人
移
民
の
件
に
関
連
し
て
、
こ
こ
で
私
が
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
政
府
の
移
民
政
策
の
基
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
の
移
民
を
中
心

　
に
動
機
づ
け
、
か
つ
援
助
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
自
身
の
希
望
は
、
一
人
の
外
国
人
移
民
に
対
し
て
一
〇
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
移
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
…
…
…
し
か
も
、
外
国
人
移
罠
に
関
し
て
は
、
政
府
は
、
素
早
く
同
化
し
え
る
移
民
数
お
よ
び
階
級
の
人
々
の

　
　
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
9
）

　
み
の
承
認
を
す
る
、
あ
る
い
は
今
後
も
そ
の
よ
う
に
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
』
（
傍
点
筆
者
に
よ
る
）
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
益
に
反
し
な
い
限
り
で
の
人
道
主
義
で
は
あ
る
が
、
こ
の
側
面
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
移
民
計
画
の
実
施
は
、
一
九
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
工
業
諸
国

に
み
ら
れ
た
単
純
労
働
用
移
民
の
調
達
の
み
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
戦

後
の
大
量
移
民
計
画
は
、
従
来
、
移
民
労
働
力
の
導
入
に
常
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
オ
：
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
の
労
働
者
（
労
働
組

合
）
か
ら
の
さ
し
た
る
反
論
も
な
く
、
ま
た
労
働
党
チ
フ
リ
ー
（
一
蝉
O
霞
ξ
）
内
閣
に
よ
っ
て
計
画
・
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
全
体
的
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
例
外
的
な
出
来
事
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
議
論
か
ら
、
戦
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
計
画
の
性
格
に
つ
い
て
一
言
で
ま
と
め
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う

か
。
；
目
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
白
豪
主
義
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
の
軍
事
的
・
経
済
的
な
安
定
・
発
展
を
求
め
る
た
め
の
政
策
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
少
な
く
と
も
そ
の
計
画
が
立
案
さ
れ
た
時
は
十
分
こ
の
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
む
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ん
、
そ
う
し
た
方
向
へ
の
進
展
に
対
し
て
危
惧
の
念
を
示
し
た
も
の
も
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
全
体
と
し
て
は
白
豪
主
義
と
移
民
政
策
と
の

間
に
矛
盾
が
な
い
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
Q
そ
の
一
つ
の
証
拠
と
し
て
、
移
民
大
臣
は
、
日
本
へ
進
駐
し
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
兵
が
日
本
人
花
嫁
を
連
れ
て
帰
国
し
な
い
よ
う
に
警
告
し
た
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
難
民
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
膨
ア
に
や
っ
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て
く
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
ア
ジ
ア
難
民
の
う
ち
戦
後
帰
国
を
拒
否
し
て
い
た
約
九
〇
〇
名
を
強
制
的
に
帰
国
さ
せ
よ
う
と
し
て
「
戦
時
難

民
排
斥
法
（
壽
憂
寧
艮
幕
寄
含
α
Q
8
園
Φ
馨
琶
》
3
」
の
成
立
を
企
て
た
。
こ
の
九
〇
〇
名
の
難
民
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
定
着
し
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑫
）

等
を
営
ん
で
い
た
り
、
あ
る
い
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
結
婚
し
て
い
る
者
さ
え
い
た
の
で
あ
る
。
難
民
に
対
す
る
人
道
主
義
も
「
白
豪

主
義
」
の
前
で
は
肩
身
が
狭
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

＠
　
移
民
の
導
入
過
程
i
増
加
す
る
異
質
性

36

　
移
民
の
導
入
は
、
一
九
四
七
年
よ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
が
、
先
に
も
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
移
民
の
第
一
位
優
先
は
、
英
語

国
民
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
移
住
へ
の
希
望
者
は
、
大
戦
直
後
の
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
壊
滅
的
状
況
も
手
伝
っ

て
多
数
の
申
込
者
を
得
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
し
て
は
、
自
国
の
人
口
再
生
産
能
力
の
鈍
化
お
よ
び
経
済
・
工
業
の
再
建
に
必
要
な
技
術

者
・
熟
練
技
能
労
働
者
不
足
と
い
う
状
態
を
顧
み
て
、
積
極
的
な
移
民
援
助
に
応
じ
る
立
場
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦

の
結
束
・
友
好
の
た
め
、
一
九
一
九
年
の
時
と
同
様
な
帰
還
軍
人
の
移
民
援
助
策
な
ど
の
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
人
に

対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
と
も
に
大
人
一
人
に
対
し
一
〇
ポ
ン
ド
（
二
〇
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ド
ル
）
、
子
供

（
一
四
／
一
八
歳
）
に
は
五
ポ
ン
ド
（
一
〇
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
・
ド
ル
）
の
援
助
を
与
え
る
計
画
を
発
表
。
こ
の
援
助
へ
の
魅
力
に
引
か
れ
て
多

く
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
移
住
を
申
し
出
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
移
民
輸
送
船
団
の
調
達
が
思
う
よ
う
に
行
か
ず
、
移
民
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

は
出
足
で
も
た
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
と
し
て
は
、
防
衛
お
よ
び
経
済
の
発
展
の
た
め
に
当
面
年
率
二
％
の
人
口
増
を
期
待
し
、
そ
の
う
ち
の
一
％
は
移

民
で
ま
か
な
う
計
画
を
立
て
、
年
七
万
人
の
移
民
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
こ
の
目
標
は
な
に
が
な
ん
で
も
達
成
さ
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
英
語
国
民
の
移
民
の
み
で
達
成
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
と
判
断
さ
れ
る
や
い
な
や
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政

府
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
難
民
（
島
筈
。
a
需
毯
邑
に
目
を
む
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
一
九
四
七
年
か
ら
一
九
五
一
年
の
間
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
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第2図　ヨーロッパ難民の職業（移民時）1949・51

実数国1専身出

1458
註凱ぐ講2髪
，9　71，とヘヘ

タ｝～恋’攣豊
ノ｛ノレチック

603チェコスロバキア

615ハンガリー

繍謎翻26・1ポーランド

961難整ざ褒

1歌嬉．r！4fう、吸’

アシ口

1224
藩鱗壕
証ユーゴスラピヲ

7462
、
繊
耀

蟻合計平均巨
　資料：第3図に同じ

パ
戦
争
難
民
で
ヨ
ー
β
ッ
パ
諸
国
内
お
よ
び
そ
の
他
の
国
々

に
移
り
住
ん
だ
も
の
は
約
百
万
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
約
一
七
万
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
や
っ
て
く
る
こ
と

　
　
（
1
4
）

と
な
っ
た
。

　
こ
の
難
民
の
移
住
計
画
は
基
本
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
系
移
民

計
画
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
難
民
に
関
し
て
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
工
業
化
の
た
め
の
労
働
力
と
し
て
導
入
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
（
第
2
図
参
照
）
。
こ
の
点
は
、
難
民

が
保
有
し
て
い
た
専
門
職
資
格
、
熱
練
職
資
格
が
そ
の
ま
ま

認
め
ら
れ
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
て
再
試
験
を
行
な
う
よ

う
し
む
け
ら
れ
た
こ
と
と
、
指
定
労
働
制
（
最
爵
貧
壁
Φ

・・

逐
昏
）
の
存
在
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
Q
後
者
は
、

援
助
が
与
え
ら
れ
る
代
償
と
し
て
、
難
民
移
住
者
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
政
府
指
定
の
場
所
で
二
年
間
は
作
業
労
働
者
と
し

て
働
く
と
い
う
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、

非
英
語
国
民
の
持
つ
専
門
、
熟
練
技
術
資
格
を
改
め
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
が
、
英
語
を
マ
ス
タ
ー
し
て
資
格
を
と
る
た
め
の
経
済

的
・
時
間
的
余
裕
の
な
い
難
民
に
と
っ
て
は
事
実
上
の
資
格
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（
1
6
）

否
定
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
五
一
年
、
当
時
の
移
民
大
臣
ホ
ル
ト
（
浮
3
匡
切
＝
。
δ
は
、
難
民
・
移
民
の
職
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

　
　
『
数
千
人
も
の
難
民
移
住
者
が
伐
採
現
場
、
製
材
所
そ
の
他
林
業
に
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
製
造
業
に
ほ
約
一
万
人
程
、
ま
た
、
鉄
道
建
設
お
よ

　
び
保
全
関
係
に
一
万
一
千
人
程
が
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
戦
争
中
の
代
替
、
補
修
作
業
の
遅
れ
の
累
積
を
考
え
て
み
ま
す
れ
ば
、
も
し
移
民
作
業
労

　
働
力
の
存
在
が
な
け
れ
ば
、
我
が
国
の
鉄
道
体
系
は
ど
ん
な
に
悲
惨
な
状
況
に
な
っ
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
こ
の
点
は
十
分
察
知
し
得
る
と
思
い
ま

　
す
。
道
路
作
業
、
貯
水
施
設
建
設
、
発
電
所
建
設
な
ど
の
作
業
に
一
万
人
程
の
難
民
移
住
者
が
雇
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
我
が
国
の
病
院
は
、
五
千
人
程

　
の
難
民
移
住
者
を
労
働
力
と
し
て
得
て
大
い
に
利
益
を
得
て
お
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
数
千
人
が
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
い
し
は
そ
れ
に
類
す
る
揚
所
に

　
お
い
て
雑
役
的
労
働
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
次
の
こ
と
は
興
味
深
い
と
思
い
ま
す
の
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
す

　
な
わ
ち
、
契
約
労
働
を
終
了
し
て
も
七
五
％
の
労
働
者
は
同
じ
職
業
に
つ
い
て
い
る
と
私
ど
も
の
省
に
報
告
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
算
）

　
　
（
9
§
ミ
§
§
ミ
§
㍉
§
誉
恥
Ω
欝
§
恥
ミ
特
O
§
ミ
ミ
軌
§
黛
。
ミ
匙
き
鷺
・
9
呂
g
3
陪
る
①
冒
旨
轟
曙
一
8
一
）
』
。

　
ホ
ル
ト
は
、
こ
の
他
に
も
難
民
移
住
老
が
、
農
業
労
働
者
（
出
稼
的
季
節
労
務
者
）
、
　
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
、
ポ
ー
ト
ケ
ソ
ブ
ラ
の
製
鉄

業
に
千
人
程
が
雇
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
報
告
し
て
い
る
が
、
一
九
四
七
年
以
後
の
難
民
約
一
七
万
人
に
つ
い
て
の
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て

の
概
観
は
以
上
の
引
用
か
ら
十
分
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
二
年
間
の
指
定
労
働
（
契
約
労
働
）

の
あ
と
は
、
難
民
移
住
者
は
自
由
に
国
内
で
就
職
し
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
永
久
移
住
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
彼
ら
難
民
は
、
上
述
の
如
く
、
ス
ノ
ー
ウ
ィ
・
マ
ウ
ソ
テ
ソ
発
電
、
灌
概
施
設
大
建
設
計
画
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
整
備

な
い
し
B
H
P
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
重
工
業
に
お
け
る
建
設
労
務
者
な
い
し
は
工
場
労
働
者
と
し
て
働
く
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
一
九
五
〇
年
代
も
半
ば
頃
に
な
る
と
戦
争
難
民
の
数
も
枯
渇
し
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
ヨ

1
・
ッ
パ
の
難
民
全
体
の
数
が
減
少
し
て
き
た
こ
と
と
同
時
に
、
ヨ
i
・
ッ
パ
自
体
の
経
済
復
興
が
開
始
さ
れ
そ
ち
ら
に
吸
収
さ
れ
る
人

々
も
増
加
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
と
し
て
も
新
し
い
移
民
供
給
先
を
見
つ
け
る
必
要
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
次

の
供
給
地
と
し
て
目
を
つ
け
ら
れ
た
の
が
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
あ
っ
た
。
と
く
に
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ

リ
ア
は
伝
統
的
に
多
く
の
移
民
を
送
り
出
し
て
い
た
と
同
時
に
、
既
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
も
戦
前
よ
り
か
な
り
の
移
民
が
入
っ

　
（
1
8
）

て
い
た
Q

　
一
九
五
〇
年
代
の
後
期
か
ら
六
〇
年
代
の
初
期
に
か
け
て
南
ヨ
ー
・
ッ
パ
か
ら
の
移
民
は
急
増
し
、
従
来
与
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
移
民
渡
航
費
援
助
も
彼
ら
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
本
軍
に
よ
る
本
土
攻

撃
を
契
機
と
し
て
い
た
防
衛
問
題
に
対
す
る
緊
急
性
も
薄
れ
て
き
て
お
り
、
朝
鮮
戦
争
後
の
一
時
的
不
況
は
あ
っ
た
に
せ
よ
工
業
も
順
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

に
伸
び
は
じ
め
、
移
民
増
加
に
よ
る
経
済
・
産
業
の
発
展
の
効
果
を
ね
ら
う
こ
と
が
移
民
政
策
の
中
心
課
題
と
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
本
格
的
な
工
業
化
は
、
第
一
次
大
戦
後
、
重
化
学
工
業
の
発
展
と
と
も
に
開
始
さ
れ
、
一
九
二
九
年
以
降
の
世
界
恐
慌
、
第
二
次
世

界
大
戦
に
よ
る
麗
乱
は
あ
っ
た
と
し
て
も
全
体
と
し
て
は
順
調
に
伸
び
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
こ
の
移
民
の
増
加
と
、
と
も
に
急
速
に

拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
労
働
者
は
熟
練
・
非
熟
練
を
問
わ
ず
不
足
し
、
ま
た
管
理
職
・
技
術
職
そ
し
て
研
究
職
な
ど
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

い
て
も
常
に
不
足
し
て
い
る
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
供
給
も
次
第
に
困
難
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
先
述
し
た
如
く
西
ヨ
ー
・
ッ
パ
を
中
心
と
し

た
戦
後
の
経
済
・
産
業
の
復
興
も
六
〇
年
代
に
な
る
と
本
格
化
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
西
ヨ
ー
・
ッ
パ
も
自
国
工
業
化
の
た
め
に
大
量
の

移
民
労
働
力
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
　
一
九
五
八
年
一
月
に
発
足
（
調
印
五
七
年
三
月
）
し
た
E
E
C
（
欧
州
経
済
共
同
体
あ
る

い
は
欧
州
経
済
共
同
市
場
）
が
、
そ
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
と
し
て
工
業
化
の
た
め
に
、
域
内
の
資
本
や
労
働
の
移
動
の
自
由
を
実
現
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

あ
る
い
は
社
会
保
障
や
労
働
条
件
の
統
一
を
掲
げ
、
一
九
六
一
年
よ
り
具
体
的
な
法
制
化
を
進
め
た
。
故
に
、
メ
と
ハ
ー
で
あ
っ
た
イ
タ

リ
ア
を
は
じ
め
、
関
係
の
強
か
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
更
に
旧
植
民
地
国
か
ら
の
労
働
力
の
動
き
は
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
の
移
民
が
減
少
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
南
ヨ
ー
・
ッ
パ
系
移
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民
の
性
格
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
理
的
条
件
を
考
え
併
せ
て
み
れ
ば
自
ず
と
答
え
も
出
て
来
よ
う
。
地
理
的
に
は
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
大
陸

よ
り
遠
隔
地
に
位
置
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
の
渡
航
費
用
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
高
く
つ
く
し
、
移
民
失
敗
は
大
き
な
リ
ス
ク
を
背
負

い
込
む
こ
と
と
な
る
。
英
国
、
欧
州
そ
し
て
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
方
が
よ
り
近
接
し
、
か
つ
魅
力
的
で
あ
る
。
ま
た
、
移
民
側

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

か
ら
み
る
と
、
出
稼
的
移
民
も
多
く
、
移
住
先
で
全
く
新
し
い
生
活
を
始
め
る
と
い
う
意
志
を
持
つ
も
の
は
決
し
て
多
く
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
い
く
ら
か
の
小
金
を
稼
い
で
は
故
国
に
帰
り
、
小
さ
な
土
地
な
い
し
は
小
さ
な
店
を
持
つ
と
い
う
目
的
を

胸
に
秘
め
た
者
も
多
い
。
ま
た
あ
る
時
は
、
家
計
補
助
の
た
め
で
あ
り
非
定
着
型
の
行
動
様
式
を
持
つ
も
の
も
多
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、

こ
う
し
た
移
民
労
働
者
の
移
民
国
に
お
け
る
定
着
性
は
現
実
に
は
比
較
的
高
い
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
雇
用
機
会
の
少
な
い
母
国
を
離

れ
、
よ
り
良
好
な
雇
用
機
会
の
あ
り
そ
う
な
先
進
工
業
諸
国
へ
動
く
の
が
普
通
だ
か
ら
、
移
民
先
の
都
合
で
帰
国
せ
よ
と
勧
告
さ
れ
て
も
、

母
国
が
先
進
諸
国
以
上
に
雇
用
条
件
が
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
す
れ
ぽ
、
簡
単
に
帰
国
す
る
あ
る
い
は
他
国
へ
移
を
と
い
う
こ

と
も
出
来
な
い
は
ず
で
あ
る
。
故
に
、
常
に
彼
ら
の
非
定
着
性
を
無
条
件
に
前
提
出
来
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
金
銭
的
動
機
は
強
い
。

そ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
に
遠
い
上
に
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
化
を
強
調
し
つ
つ
「
定
着
」
を
要
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

し
、
永
住
志
向
の
強
い
移
民
を
選
択
す
る
移
民
政
策
を
持
つ
国
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
少
し
で
も
多
く
の
南
ヨ
ー
・

ッ
パ
移
民
を
魅
き
つ
け
る
た
め
に
は
移
民
助
成
を
拡
大
す
る
必
要
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
あ
っ
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
六
〇
年
代
の
中
・
後
期
よ
り
移
民
に
占
め
る
相
対
的
比
率
を
下
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
が
と
っ
た
次
な
る
政
策
は
、
従
来
の
伝
統
的
な
白
豪
主
義
政
策
を
大
幅
に
修
正
し
て
、
中
近
東
の
人
々
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
人
も

移
民
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
ト
ル
コ
人
も
ヨ
ー
・
ッ
パ
人
で
あ
る
と
い
う
定
義
を
与
え
、
一
部
の
ア
ジ
ア
人
に
も
門

戸
を
開
放
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
に
は
、
白
豪
主
義
の
守
護
者
を
自
他
と
も
に
認
め
て
い
た
メ
ン
ジ
ー
ス
（
ω
ぼ

寄
げ
鼠
ζ
欝
諒
）
が
首
相
職
を
引
退
し
た
後
、
二
つ
の
重
要
な
法
案
が
国
会
を
通
過
。
一
つ
は
「
移
民
法
（
最
冨
酋
婁
ぎ
3
二
8
①
）
」
、

他
は
「
国
籍
お
よ
び
市
民
権
法
（
酵
2
蝕
9
呂
ぐ
m
巳
Ω
爵
婁
露
℃
》
9
。
ご
8
。
）
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
非
ヨ
ー
・
ッ
パ
人
も
高
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度
の
熟
練
な
い
し
は
、
専
門
資
格
を
持
つ
場
合
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
移
民
が
可
能
と
な
り
、
一
五
年
も
の
在
住
条
件
を
必
要
と
し
た
市

民
権
獲
得
条
件
（
ヨ
i
・
ッ
パ
人
は
五
年
在
住
で
よ
い
）
も
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
人
並
に
な
っ
て
差
別
が
な
く
な
っ
た
。
こ
の
一
五
年
在
住
条
件

は
一
九
五
九
年
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
、
市
民
権
へ
の
接
近
方
法
す
ら
な
か
っ
た
。
一
九
六
七
年
に
な
る
と
E

C
諸
国
へ
と
流
出
し
て
行
く
ト
ル
コ
人
労
働
者
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
引
き
抜
く
た
め
に
ト
ル
コ
政
府
と
の
間
に
移
民
協
定
を
結
ぶ
こ
と

　
　
　
（
2
3
）

と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
メ
ン
ジ
ー
ス
自
由
・
国
民
党
政
権
首
相
の
引
退
し
た
一
九
六
〇
年
代
の
移
民
政
策
の
変
遷
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
急
速
な
白
豪
主
義
の
終
焉
（
一
九
六
六
年
）
は
、
人
道
上
の
問
題
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
と
り
巻
く
国
際
関
係
の

変
化
に
も
多
く
を
負
う
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
移
民
増
加
に
伴
う
工
業
・
経
済
の
発
展
に
対
す
る
効
果
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
六
〇

年
代
に
開
始
さ
れ
た
資
源
開
発
ブ
ー
ム
に
よ
る
経
済
上
昇
感
覚
、
そ
し
て
現
実
に
完
全
雇
用
に
近
い
経
済
成
長
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
忽
）

い
う
事
実
が
、
こ
の
「
白
豪
政
策
」
を
公
式
的
に
廃
止
す
る
大
き
な
力
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
経
済
成
長
も
O
P
E
C
石
油
価
格
上
昇
な
い
し
は
国
内
的
理
由
に
よ
っ
て
雲
行
き
が
怪
し
く

な
り
、
そ
れ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
に
も
感
じ
ら
れ
る
と
、
移
民
に
対
す
る
対
応
も
、
イ
ン
フ
レ
と
と
も
に
増
大
す
る
失
業
者
数
（
第

3
表
参
照
）
を
大
ぎ
く
考
慮
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
全
体
量
の
数
量
的
な
制
限
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
二
年
に
、

二
三
年
ぶ
り
に
政
権
を
と
っ
た
労
働
党
政
府
は
、
一
方
で
人
種
差
別
に
よ
る
移
民
制
限
の
完
全
撒
廃
を
行
な
い
つ
つ
も
、
他
方
で
は
増
加

し
つ
つ
あ
る
失
業
を
眺
み
つ
つ
移
民
者
の
全
体
量
を
制
約
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
第
4
表
参
照
）
。
す
な
わ
ち
一
九
七
三
年
に
は
、
　
「
移

民
法
（
島
Φ
ζ
酋
呂
8
》
9
亀
這
刈
ω
）
」
お
よ
び
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市
民
権
法
（
酔
。
》
量
邑
醇
Ω
爵
Φ
霧
露
℃
》
9
。
ご
。
お
）
」
の
改
正
が

行
な
わ
れ
、
　
一
九
七
五
年
に
は
「
人
種
差
別
禁
止
法
（
島
Φ
短
。
芭
U
曽
ユ
邑
藁
言
》
。
ざ
二
。
胡
）
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
法
改

正
・
制
定
に
よ
っ
て
移
民
手
続
き
、
お
よ
び
国
内
で
の
生
活
・
雇
用
に
お
け
る
差
別
が
公
式
に
全
廃
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
手
続
き
と
は
裏
腹
に
、
移
民
省
を
労
働
省
（
酵
U
8
貰
弩
。
旨
9
冨
ぎ
霞
）
と
一
九
七
四
年
に
併
合
さ
せ
、
そ
の
こ
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第3表オーストラリアの

　　失業率と物価上昇率

第4表　1964－1981年の移民目標1）

考備

失業率　物価上昇率

9
2
7
9
9
1
8
5
1
1
5
3
9
1
2

2。

3
2
2
3
6
5
9
5
包
3
a
7
9
α

　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　

¶
ム
　
ー
　
　
　
　
　
　
－

7
9
8
8
6
9
6
3
6
8
7
6
2
2
0

L
L
L
L
L
L
2
2
Z
4
。
4
5
a
α
6

8．9

10．5

9．9

5．8

7．4

9．0

D
6
6
6

7
6
8
6
9
7
0
7
1
η
7
3
処
7
5
％
7
7
器
7
9
80
の
8
1
8
2
8
3

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

1
　

1
　

1
　

1
　

1
　
¶
⊥
　

1
　

1
　

1
　

て
⊥
　
　
1
　

1
　

1
　

1
　
て
⊥
　
　

「
⊥
　

－
　
¶
⊥

自由・国民（地

方）党の時代

ホイットラム
労働党の時代

フレイザー自
由・国民（地
方）党連合の
時代

会計年度　計　画　　実　数

1964－65　　　142，000　　　　140，152

1965－66　　　145，000　　　　144，055

1966－67　　　148，000　　　　138，676

1967－68　　　148，000　　　　137，525

1968－69　　　160，000　　　　175，657

1969－70　　　175，000　　　　185，099

1970－71　　　170，000　　　　170，011

1971－72　　　140，000　　　　132，719

111鍛1111脇　猛鑑／

illl∫l　ll；溜　lll遜∫

i蕪哩羅｝

1）1966－80：0ECD，Eoo％o翅ゼc
　O％πoo為・No．　32，　Dec．1982．

2）1981－83：0ECD，Eooπo甥歪c

　S％7∂θ夕31982－1983，Ausfra
　lia，Jan．1983．（推定値含む）

1）この表でいう移民数は，移住希望者の到着数で帰国者

　等の数は計算に入っていない。
2）この年より目標設定は公式にはなされていない。

資料出所＝Depart皿ent　of　Immigra亡ion　and　Eth且ic
　Affaks，丑駕s騨α躍㈱1糀惚¢9γαホ¢o％，σo％so麗4α加¢

　S6αオづsオづos　No．12，1981，A．G。P．S．Caロberra，

　1981，p．17

と
に
よ
っ
て
移
民
政
策
と
労
働
政
策
と
の
融
合

を
画
策
し
た
。
も
っ
と
も
こ
の
措
置
は
、
既
に

減
少
し
は
じ
め
た
移
民
数
に
合
わ
せ
て
移
民
省

の
解
体
を
企
て
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ

れ
は
と
も
か
く
、
労
働
者
の
政
党
と
い
う
側
面

か
ら
、
経
済
成
長
へ
の
先
行
き
の
見
通
し
が
暗

い
時
、
国
内
の
雇
用
問
題
が
最
優
先
さ
れ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
第
一
主
義
が
失
業
労
働
者
、
ブ

ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
者
を
中
心
に
高
ま
り
始
め
て

　
　
　
　
　
（
2
5
）

い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
労
働
党
ホ
イ
ッ

ト
ラ
ム
政
権
の
基
本
方
針
は
、
移
民
老
と
し
て

専
門
的
知
識
な
い
し
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内

で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
熟
練
技
能
の
保
持
者
を

優
先
す
る
と
い
う
も
の
に
変
質
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
Q
む
ろ
ん
家
族
・
親
戚
を
呼
ぶ
と
い
う

「
家
族
結
合
（
協
弩
ξ
挙
昌
一
8
）
」
は
重
視
さ
れ

て
い
た
が
、
新
し
い
経
済
状
況
に
あ
わ
せ
た
移

民
・
労
働
政
策
が
と
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
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（
2
6
）

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
九
七
五
年
、
フ
レ
イ
ザ
ー
自
由
党
党
首
を
首
相
と
す
る
保
守
連
合
政
権
は
、
労
働
党
以
前
の
伝
統
に
帰
り
、
移
民
増
加
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

よ
る
経
済
的
刺
激
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
し
て
失
業
率
に
は
無
頓
着
に
移
民
の
拡
大
を
再
び
行
な
っ
た
（
第
4
表
参
照
）
。
　
一
九
七
六
年
に
は
、

さ
っ
そ
く
労
働
党
に
よ
っ
て
労
働
省
に
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
た
移
民
省
を
分
離
独
立
さ
せ
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
「
移
民
及
び
人
種
問
題

省
（
島
Φ
U
8
畳
暮
旨
。
＝
§
韓
鋒
。
ロ
m
注
国
酔
三
。
≧
壁
邑
」
と
し
て
拡
充
し
た
。
名
称
か
ら
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
フ
レ
イ
ザ
ー
は
移
民

政
策
だ
け
で
な
く
移
住
後
の
移
民
の
生
活
を
中
心
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
問
題
に
対
し
て
新
政
権
が
強
い
関
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
表
示
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
多
元
文
化
化
へ
の
展
望
も
示
し
た
。
他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
減
少
に
つ
れ
、
ア

ジ
ア
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
難
民
を
は
じ
め
、
世
界
各
地
で
頻
発
す
る
紛
争
か
ら
難
を
の
が
れ
た
第
三
世
界
の
人
々
の
移
民
・
難
民
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
第
5
表
参
照
）
。
　
こ
う
し
た
動
ぎ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
資
源
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
陸
は
、
今
以
上
に
多
く
の
人
々
（
最
大
五
千
万
と
当
時
見
積
も
ら
れ
て
い
た
）
を
養
え
る
は
ず
で
あ
り
、
豊
か
で
幸
運
な
国
オ
ー
ス
ト
ラ

第5表難民の到着数

期間　援助難民　その他　合計

年平均

1961一一65　　　　1，799　　　　n．a．　　　　n。a。

1966一“70　　　　7，446　　　　　n，a。　　　　n．a。

1971－75　　　2，773　　　　7，776　　　10，549

197〔珊0　　　　9，274　　　　3，284　　　12，558

各年合計

　　1975　　　　　　　853　　　　3，302　　　4，155

　　1976　　　　　　　865　　　　　3，231　　　　4，096

　　1977　　　　　2，202　　　　7，272　　　9，474

　　1978　　　　　8，790　　　　1，682　　　10，472

　　1979　　　　14，639　　　　2，418　　　17，057

　　1980　　　　　19鴨875　　　　　1．817　　　21，692

資料：ABS，】陀σγBooゐ11％5∫γσ1∫α，1982

　A．G。P．S．Canbe1τa．1982．p．115．

リ
ア
は
、
世
界
の
困
っ
た
人
々
を
助
け
る
の
が
義
務
で
あ
る
と
い
う
人
道

上
の
理
由
。
ま
た
、
様
々
な
文
化
が
集
合
す
る
こ
乏
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ラ
リ
ア
の
文
化
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
、
と
い
う
理
由
で
支
持
さ
れ
た
。

今
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
雄
大
な
希
望
と
可
能
性
の
国
で
あ
る
。
…
…
地
球
の

上
で
大
ぎ
な
面
積
を
占
め
て
い
る
。
大
地
は
乾
燥
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

自
然
資
源
に
恵
ま
れ
、
大
量
に
鉱
物
資
源
も
あ
る
。
そ
れ
故
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
繁
栄
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
人
口
も
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
30
）

い
』
。
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第6表オーストラリア戦後の人口増加（自然増＋移民）1945－46から1980－81

の
増
％

然
数

　
自
実

紛
増
％
民移質

数
実
実

D
の
口
間
人

　
　
の
期
初
各
最

　
間
　
期 人口増

実数　　％

人口増全体
に対する移
民比率（％）

1945－46　　7，391，692　　△9，763

1946－47　　 7，465，157　　　△6，443

1947－48　　　7，579，358　　　29，365

1948－49　　　7，708，761　　　101，146

1949－50　　　7，908，066　　161，547

195（〉一51　　　8，178，696　　132，977

1951－52　　　8，421，775　　102，879

1952－53　　　8，636，458　　　58，064

1953－54　　　8，815，362　　　53，050

1954－55　　　8，986，530　　　91，473

1955－56　　　9，199，729　　　98，838

1956－57　　9，425，563　　　86，377

1957－58　　　9，640，138　　　　66，601

1958－59　　9，842，333　　　77，157

1959－60　　10，056，479　　　79，118

1960－61　　10，275，020　　　85，190

△0．』Z3　　　　83，817　　ヱ．』Z3

△0。09　　　118，682　　』Z．59

0．39　　　101，505　　』Z．34

　』Z．3』Z　　　100，432　　』Z．30

2．04　　　112，188　　』Z．42

　』Z．63　　　112，872　　』Z．38

ヱ．22　　　114，270　　』Z．36

0．67　　　122862　　1．42

0．60　　　120，041　　』Z．36

』Z．02　　　122，688　　』Z．37

ヱ。07　　　128，029　　』Z．39

0．92　　　129，144　　ヱ．37

0．69　　　136，460　　ヱ．42

0．78　　　137，325　　ヱ。40

0。79　　　140，402　　ヱ．40

0．83　　　149，041　　』Z．45

73，465　0．99

114，201　ヱ．53

129，403　』Z．7ヱ

199，305　2．59

270，630　3．42

243，079　2，97

214，683　2。55

178，904　2」07

171，168　　』Z．94

213，199　2」37

225，834　2。45

214，575　2，28

202，195　　2。』ZO

214，146　2，18

218，541　2」ヱ7

233，166　2．27

0
0
2
3
5
1
6
0
駆
磐
3
2
3
1
4
3
必
ω
3
3
3
6
3
6
留

1961－62　　10，548，267

1962－63　　10，742，291

1963－64　　10，950，379

1964－65　　11，166，702

1965－66　　11，387，665

48，410　　　0．46　　　148，525

69，724　　　　0．65　　　141，404

84，407　　　　0．77　　　134，853

100，555　　　0．90　　　123，446

92，389　　　　0．8』Z　　　121，851

ヱ．4ヱ

ヱ．32

ヱ．23

ヱ．ヱヱ

ヱ．07

194，024　　1．84

208，088　1．94

216，323　1．98

220，963　　1．98

211，833　　ヱ．86

茄
鈎
3
9
4
6
必

1966－67　　11，599，498

1967」68　　11，799，078

1968－69　　12，008，635

1969－70　　12，263，014

1970－71　　12，660，200

87，373　　　0．75　　　122，981

93，358　　　　0．79　　　127，292

126，425　　　　』Z．05　　　139，039

112，564　　　　0．92　　　142，864

119，083　　　　0．94　　　157，957

ヱ．06

ヱ．08

1．ヱ6

1．17

1．25

199，580　』Z．72

209，557　　ヱ．78

254，379　2。12

244，335　　ヱ．99

277，000　2．』Z9

必
衡
5
0
4
6
4
3

1971－72　　12，937，200

1972－73　　13，177，000

1973－74　　13，380，400

1974－75　　13，599，100

1975－76　　13，771，400

1976－77　　13ン915，500

1977－78　　14，074，100

1978－79　　14，248，600

1979－80　　14，421，900

1980－81　　14，615，900

75，672

56，561

82，926

44，675

21，229

43，138

56，136

58，302

76，938

118，658

0。58
0．43

0．62
0．33
0．ヱ5

0．3ヱ

0．40
0．4ヱ

0．53
0．8ヱ

161，769

144，512

133，479

125，293

120，525

115，460

118，183

115，056

117，009

121，166

1．25

1。10
ヱ．00

0．92

0．88

0．83

0．84
0．8ヱ

0．8ヱ

0．82

239，800　　1．85

203，400　ヱ．54

218，700　　』Z．63

172，300　　ヱ。27

144100　』Z．05

158，600　　』Z．ヱ4

174，300　1。24

173，400　1．22

193，900　　』Z．34

240，200　　』Z．64

2
8
8
6
5
7
2
4
0
9

3
2
3
2
1
2
3
3
4
4

1）1961年6月30日以前の統計には純粋アポリジニは含まれていない。

2）　実質移民増とは同年の到着者から出発者（帰国）を差し引いた数。

3）1966年1月30日以前の統計には純粋アボリジニは含まれていない。

　資料＝ABS統計（△＝マイナス）

　引用：Department　of　Immigration　and　Ethnic　Affairs，∠4％ε翻αあα％∫勉猶勾7αあoπ’σo箆soZ昭α飽δ

　S観づsオゼos，No．12．1982．p．8．

必



戦後オーストラリアの大量移民と「白豪政策」の終焉（1）

　
こ
れ
が
移
民
政
策
の
一
つ
の
起
動
力
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
英
国
系
移
民
を
中
心
に
、
不
足
す
る
分
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
ヨ
1
ロ
ッ
パ
の
難
民
、

南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
中
近
東
ア
ジ
ア
人
、
東
南
ア
ジ
ア
難
民
お
よ
び
第
三
世
界
の
人
々
で
補
い
つ
つ
移
民
導
入
を
続
け
て
き
た
。
む
ろ
ん

時
々
の
経
済
状
況
、
国
際
関
係
に
よ
っ
て
移
民
数
量
に
変
動
は
あ
っ
た
が
（
第
6
表
参
照
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
口
増
加
、
ひ
い
て
は
経

済
成
長
に
大
き
く
役
立
っ
て
き
た
。
当
初
、
こ
の
移
民
計
画
の
基
本
目
的
は
、
O
防
衛
問
題
、
⇔
市
場
拡
大
と
経
済
成
長
、
㊧
イ
ソ
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
整
備
、
⑳
人
道
主
義
的
な
難
民
援
助
、
㊨
文
化
発
展
等
に
あ
っ
た
。
こ
の
目
的
は
、
O
を
除
い
て
形
式
的
に
は
今
日
で

も
変
化
な
く
続
い
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
形
式
的
な
類
似
性
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
の
目
的
は
ず
い
分
と
内
容
を
変
え
て

い
る
。
そ
れ
は
、
当
初
、
白
豪
主
義
を
中
核
と
し
英
国
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
み
を
中
心
と
し
て
い
た
移
民
政
策
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
半

ば
よ
り
非
ヨ
ー
・
ッ
パ
人
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
白
豪
主
義
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
英
国
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
を
維
持
す
る
た
め

の
移
民
計
画
が
結
果
と
し
て
白
豪
主
義
を
つ
き
く
ず
す
最
大
の
武
器
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
と
し
て
、
人
道
主
義
も
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
当
初
あ
ま
り
ア
ジ
ア
人
等
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
は
適
応
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
七
〇
年
代
後
半
に
は
イ
ソ
ド
シ
ナ
難
民
に
も
拡
大
適
応
さ
れ
移
民
計
画
の
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
人
道
主
義
の
適
応
も
よ
り
十
全

な
も
の
と
な
っ
た
し
、
文
化
発
展
の
目
的
も
内
容
が
変
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
英
豪
文
化
複
合
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
文

化
を
英
国
系
な
い
し
は
同
化
し
や
す
い
人
々
の
み
の
移
民
に
よ
っ
て
進
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
偏
狭
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
化
の
導
入
と
そ
の
刺
激
に
よ
る
多
角
的
発
展
（
独
自
な
文
化
の
発
展
）
を
求
め
よ
う
と
す
る
意
味
で
よ
り
開
か
れ
た
も
の
に
変
化
し
た
。

そ
こ
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
開
放
化
・
寛
容
化
が
み
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
一
連
の
変
化
は
何
を
原
因
と
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
人
道
主
義
の
国
内
・
国
外
に
お
け
る
進
展
と
い
う

間
題
は
見
逃
が
せ
な
い
が
、
と
同
時
に
、
既
述
の
よ
う
に
移
民
に
よ
る
人
口
拡
大
、
ひ
い
て
は
経
済
市
場
（
商
品
と
労
働
）
の
拡
大
が
経
済

成
長
、
生
活
水
準
の
向
上
を
生
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
移
民
を
開
始
す
る
と
同
時
に
そ
の
傾
向
が
認
識
さ
れ
後
に
は
移
民
続
行
が
あ
た
か
も
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（
訂
）

国
是
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
英
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
移
民
供
給
地
が
人
口
増
加
率
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
供
給
地
と
し
て

の
役
割
を
十
分
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
国
々
が
供
給
国
と
な
っ
た
。
非
ヨ
ー
・
ッ
パ
系
の
人
々
の
移
民

に
よ
る
社
会
的
コ
ス
ト
の
増
大
は
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
経
済
成
長
効
果
に
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
白
豪
主
義
を
維
持
し
よ
う
と
し

た
移
民
政
策
も
経
済
成
長
重
点
主
義
へ
と
そ
の
目
的
の
重
心
移
動
を
行
な
っ
た
時
、
白
豪
主
義
を
破
壊
す
る
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
で
あ

（
32
ノる
。
以
下
、
こ
う
し
た
大
き
な
移
民
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
－
文
化
変
動
圧
力
が
具
体
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
何
を
も
た

ら
し
た
の
か
み
て
行
き
た
い
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
、
移
民
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
戦
後
の
経
済
成
長
に
果
た
し
た
役
割
を
簡
単
に
概
観

し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
紛
争
・
不
安
の
元
に
な
り
か
ね
な
い
社
会
的
異
質
性
の
増
大
が
、
今
日
ま
で
と
も
か
く
も
大
き
な
問
題

を
生
ま
な
か
っ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
多
少
と
も
接
近
し
て
み
た
い
と
思
う
。

46

㊧
　
移
民
と
工
業
化

　
移
民
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
発
展
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

労
働
力
の
分
布
状
況
を
中
心
に
簡
単
に
論
じ
て
お
き
た
い
。

　
工
業
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
こ
と
の
一
つ
は
、
必
要
な
労
働
力
を
必
要
な
時
期
に
調
達
で
ぎ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
結
論
を
急
げ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
中
期
に
経
済
成
長
の
停
滞
が
感
じ
ら
れ
る
頃
ま
で
は
、
ほ
ぽ
う
ま
く
事
が
運
ば
れ
た

と
い
っ
て
よ
い
。
ま
ず
、
熟
練
技
術
者
な
い
し
は
専
門
職
・
管
理
職
な
ど
の
問
題
を
考
え
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
労
働
力
は
英
国
系
お
よ
び

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
西
ド
イ
ッ
、
オ
ラ
ソ
ダ
等
）
よ
り
の
移
民
、
あ
る
い
は
難
民
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
。
一
般
に
移
民
の
中
で
も
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
の
難
民
・
移
民
は
、
質
的
に
み
て
教
育
程
度
も
高
く
専
門
職
の
資
格
を
持
つ
者
も
多
く
、
英
語
を
修
得
す
る
能
力
も
高
い
と
さ

れ
る
（
第
3
図
参
照
）
。
ま
た
、
難
民
（
α
唇
再
＆
需
・
筈
）
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
の
も
の
も
多
く
、
同
化
能
力
・

意
欲
も
高
い
。
実
際
、
指
定
労
働
制
度
の
義
務
期
間
終
了
後
、
高
い
地
位
の
職
業
に
つ
く
可
能
性
が
高
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
既
述
の
ご
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出　身　　国

第3図　移民の職業（移民時），1967－68，197i・72・73
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資料；Charles八Price，‘The　Immigrants’，in　A．F。Davis，8≠砿，eds，！1郷雛鋤％So飽勃

　　3郵d　edition．Longman　Che曲e，Melboume，1977，p。334．
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第4図　エスニック別学歴，1966年ヴィクトリア州調査（20才以上の男女の学歴）

生　　誕　　地
大学卒業もしくは
同等の資格

三高等学校卒業、中1

三曇もしくは同等
禦警票明、…… 20才以上の

人口数

オーストラリァ 1，441，943

オーストリア 6，489

西　ド　イ　ツ 27，177

ポーランド 23，070

オ　ラ　ン　ダ 23，21 25，477

その他のヨーロッパ 33．70 難8，傭 細滋舞溺 42，823

東西ヨーロッパ合計 28．62 125，036

ユーゴスラビア 15．20
・…｝45．ブ9：、：

20，869

ギ　リ　シ　ャ 53，523

イ　タ　リ　ア 6．77謹灘．60巽 饗66．63i：： 89，612

マルタ6．7鍛 18，244

南ヨーロツパ合計

（マルタ除く）

全　　合　　計

8．56導

季40．651

164，004

1，749，224

資料：CommonwealthBureau　of　Census　and　StatisticS1966Census，unpublished　data．

引用：J．1．Ma面n，7物E∫肋露1）∫耀痴o賜1981，p．36．
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と
く
、
彼
ら
の
も
っ
て
い
た
様
々
な
資
格
・
免
許
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
決
し
て
楽
な
道
を
歩
ん
だ
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
人
々
に
比
べ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
平
均
教
育
程
度
は
低
く
、
英
国
・
西
ヨ
ー
・
ッ
パ
系
移
民
の
労
働
市
場
へ
の
参
入

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
労
働
力
の
教
育
の
質
を
高
め
る
上
で
大
き
く
貢
献
し
、
将
来
の
見
通
し
を
明
る
く
し
た
（
第
4
図
参
照
）
。
ま
た
、

英
国
・
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
移
民
の
教
育
の
高
さ
は
、
当
時
、
不
十
分
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
育
制
度
の
不
足
を
補

い
大
き
な
利
益
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
た
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
質
の
高
い
労
働
力
を
調
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
一
方
、
不
熟
練
労
働
者
・
半
熟
練
作
業
者
な
ど
の
ブ
ル
ー
ヵ
ラ
ー
労
働
者
の
調
達
も
う
ま
く
い
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
労
働
力
は
主
と
し
て
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
（
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
）
移
民
に
よ
っ
て
多
く
の
供
給
を
受
け
た
（
第

3
図
参
照
）
。
英
国
・
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
に
比
べ
る
と
相
対
的
に
教
育
程
度
も
低
く
、
農
村
出
身
者
も
多
い
と
こ
ろ
か
ら
工
場
労
働
へ

の
適
応
力
も
低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
（
第
4
図
参
照
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

製
造
工
業
は
技
術
革
新
を
遂
行
し
、
熟
練
作
業
の
分
解
と
単
純
作
業
化
・
標
準
化
そ
し
て
機
械
化
を
押
し
進
め
、
南
ヨ
ー
・
ッ
パ
系
移
民

に
も
十
分
適
応
で
き
る
よ
う
に
変
化
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
は
、
南
ヨ
ー
ワ
ッ
パ
系
移
民
の
労
働
力
と
し
て
の
質
に
適
応
し
よ
う
と
す
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
工
業
界
の
努
力
の
結
果
で
も
あ
っ
た
が
、
英
語
が
十
分
読
め
な
く
て
も
作
業
の
多
く
は
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

衣
料
・
繊
維
・
は
き
物
工
業
を
中
心
と
し
た
労
働
集
約
工
業
に
お
い
て
は
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
を
中
心
と
す
る
女
性
労
働
力
が
大
量
に

　
　
　
　
（
33
）

導
入
さ
れ
た
（
第
7
表
参
照
）
。
こ
の
不
熟
練
労
働
部
門
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
中
近
東
・
ア
ジ
ア
系
の
人
々
が
次
々
と
参
入
し

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
劣
悪
な
労
働
条
件
も
い
と
わ
ず
に
長
時
間
労
働
も
引
き
受
け
る
こ
れ
ら
の
人
々
の
存
在
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
工
業
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
そ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
「
移
民
産
業
（
邑
σ
Q
§
二
民
邑
曼
）
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
産
業
が
出
来
あ
が
っ
た
。
と
く
に
、
製
造
業
に
お
け

る
新
移
民
の
参
加
率
は
高
く
、
一
九
七
六
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
人
々
が
平
均
二
〇
％
し
か
製
造
業
に
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従
事
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
対
し
て
新
移
民
の
人
々
は
、
平
均
的
に
各
々
の
エ
ス
・
ニ
ッ
ク
の
四
〇
％
以
上
の
人
々
が
製
造
業
で
働
い
て

い
る
。
程
度
は
低
く
な
る
が
、
建
設
業
も
移
民
の
多
く
従
事
す
る
産
業
と
見
徹
さ
れ
て
い
る
（
第
8
表
A
・
B
参
照
）
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
工
業
発
展
に
と
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
人
々
の
貢
献
は
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
層
に
対
し
て
は
低
か
っ
た
が
、

そ
れ
は
す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
口
再
生
産
能
力
の
欠
如
、
お
よ
び
職
業
選
択
志
向
が
熟
練
・
専
門
職
に

傾
い
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
そ
し
て
後
の
中
近
東
・
ア
ジ
ア
系
移
民
・
難
民
の
大
量
導
入
が
な
け
れ
ば

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
工
業
化
は
現
在
の
よ
う
に
成
功
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
移
民
を
工
業
労
働
力
と
し
て
で
は
な

く
消
費
者
と
し
て
み
た
場
合
、
こ
れ
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
重
大
な
貢
献
を
し
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
移
民
の
増
加
は
、

そ
の
ま
ま
彼
ら
が
必
要
と
す
る
土
地
．
家
屋
・
日
常
生
活
品
の
需
要
拡
大
に
つ
な
が
り
、
建
築
・
建
設
産
業
、
製
造
業
を
刺
激
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
ま
た
、
農
業
製
品
の
国
内
需
要
を
増
加
す
る
と
と
も
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
農
業
の
重
要
な
顧
客
と
な
っ
た
の
で

第7表全労働力に対する
　　　女性労働：力の割合（1971年）

産業　海外出身者国内出身者
繊　　維　　　　　　　　20。53％　　　　　　23．8％

衣料・はき物　394　　　　36．5

製造合計　　　10．9　　　　14．9

∠4．Gγθθ％P砂67，Vol。H，Apri11976

pp．59－61よりo

第8表A海外生まれの比率（1976年）

建設業

20．8％

　9。3

16．9

　8．0

　9．8

製造業

31。7％

40．9

47．8

46．1

19．5

　生誕地
イタリア

ギリシャ

ユF：ゴスラピア

マノレタ

オFストラリア

資料引用は第8表Bに同じ。

第8表B　メルポルン，フォード自動車工場
　　のエスニック構成及びタイヤ工場の状況

タィヤ工場
1977年

　10，8％

　　　　　　　ブロr一ドメドウ
　　　　　　　ズ工場，1979年

オ戸ストラリア　　14．73％

2．4

6．0

26．5

16．9

16．9

6。0

1．2

10．8

5。14

14．60

12．67

14．39

12．12

5．81

2．57

2．78

1．19

4．98

9．01

英国
イタリア

ギリシヤ

トノレコ

ユーゴスラピア

レノくノン

マノレタ

キプロス

エジプト

ペトナム

その他

資料引用：Birrell　and　Birre11，∠4％工ss％θo∫Pθo一

　μθ，Longman　Cheshile，Melboume，1981．
　p．110．
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あ
る
。
実
際
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
工
業
は
、
拡
大
す
る
国
内
需
要
を
土
台
に
し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
輸
入
代
替
産
業
と
し

て
の
機
能
を
伝
統
的
に
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
移
民
増
加
に
よ
る
市
場
拡
大
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
既
に

述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
初
期
に
労
働
党
連
邦
政
府
が
移
民
数
量
を
急
速
に
削
減
し
た
時
、
製
造
業
、
建
設
業
は
市
場
拡
大
要
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謎
）

が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
公
聴
会
な
ど
で
移
民
と
経
済
発
展
と
の
関
係
を
盛
ん
に
強
調
し
、
移
民
数
量
拡
大
要
求
を
く
り
返
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
よ
り
移
民
と
経
済
発
展
の
関
連
が
企
業
家
の
間
に
も
明
確
に
把
握
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
移
民
枠
の
拡

大
・
維
持
を
要
求
す
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
学
界
で
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
あ
る
研
究
者
は
次
の
よ
う
に

結
論
す
る
。

　
　
『
む
ろ
ん
、
因
果
関
係
を
正
確
に
確
立
さ
せ
る
の
は
大
変
難
か
し
い
◎
…
…
移
民
は
一
九
五
〇
年
代
の
経
済
の
イ
ソ
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
の
拡
大
、

　
お
よ
び
一
九
六
〇
年
代
に
お
い
て
製
造
工
業
の
生
産
性
の
加
速
度
的
上
昇
と
他
の
産
業
部
門
へ
の
波
及
を
可
能
と
さ
せ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
お
い
て

　
社
会
的
費
用
が
必
然
的
に
増
加
し
、
第
三
次
産
業
部
門
の
拡
大
が
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
促
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
成
長
は
こ
の
よ
う
に
生
起

　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
し
た
の
で
あ
る
』
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
政
策
は
経
済
面
で
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
労
働
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
供
給

は
見
事
と
い
う
し
か
な
い
。
移
民
は
、
資
本
・
技
術
ば
か
り
で
な
く
知
識
を
も
も
た
ら
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
成
長
に
役
立
っ
た
と

い
え
る
。
し
か
し
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
移
民
と
が
少
な
い
職
場
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
移
民
の
労
働
力
配
分
が
ス
ム
ー
ス
に
な
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
社
会
問
題
を
表
面
化
さ

せ
な
い
大
き
な
力
で
あ
り
、
移
民
計
画
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
目
か
ら
み
て
成
功
さ
せ
た
原
因
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
（
1
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
の
通
史
と
い
う
も
の
は
多
く
な
い
。
最
近
の
も
の
と
し
て
は
0
8
牢
2
留
窪
お
8
P
餌
§
妹
蓉
ミ
“
．
防
㌧
ミ
ミ
讐
§
塁

　
　
嵩
。
。
。
。
山
鶏
。
。
｝
の
8
お
①
≧
一
①
β
廼
q
β
且
登
ω
琶
ロ
の
ざ
一
。
o
。
O
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
第
五
章
が
重
要
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
例
え
ば
西
ド
イ
ッ
の
場
合
、
西
ド
イ
ッ
は
移
民
受
け
入
れ
国
で
は
な
い
と
い
う
大
前
提
の
も
と
に
、
外
人
労
働
者
（
E
C
内
外
を
含
め
て
）
の

　
　
雇
傭
が
長
期
的
に
な
っ
て
も
、
一
時
的
措
置
と
考
え
ら
れ
移
住
労
働
者
の
帰
化
は
決
し
て
奨
励
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
沢
田
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
「
移
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住
労
働
者
の
政
治
的
・
社
会
的
諸
問
題
」
日
本
E
C
学
会
編
『
日
本
E
C
学
会
年
報
』
第
二
号
一
九
八
二
年
、
一
八
－
一
九
頁
）
。
そ
れ
故
、
永
住
を

　
望
む
者
も
多
い
移
住
労
働
者
に
対
し
て
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
移
住
労
働
者
募
集
停
止
（
一
九
七
三
年
）
や
外
国
人
法
の
改
正
（
一
九
七
八
年
）

　
が
行
な
わ
れ
制
限
を
強
化
し
た
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
似
た
り
寄
っ
た
り
の
事
情
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
六
〇
年
代
の
旧
植
民
地
等
か
ら
の

　
移
住
労
働
を
放
任
し
て
い
た
が
、
数
量
の
増
加
等
か
ら
間
題
が
大
き
く
な
る
と
七
〇
年
代
に
な
る
と
各
種
の
入
国
・
滞
在
制
限
措
置
が
と
ら
れ
、

　
「
移
民
帰
国
奨
励
策
」
（
一
九
七
五
年
）
も
実
施
さ
れ
て
い
る
（
勝
俣
誠
「
E
C
に
お
け
る
域
外
途
上
国
労
働
者
移
動
と
途
上
国
経
済
と
の
リ
ソ
ク

　
問
題
」
日
本
E
C
学
会
編
『
日
本
E
C
学
会
年
報
』
第
二
号
一
九
八
二
年
、
六
六
ー
六
八
頁
）
。

（
3
）
旨
○
髭
爵
8
勺
○
藷
さ
．
国
賃
8
Φ
．
・
陰
》
§
図
・
塩
富
邑
α
q
β
旨
、
」
ロ
』
ミ
ミ
ミ
蔑
§
ミ
§
言
、
＜
○
一
●
9
Z
ρ
ど
ご
蚕
℃
や
ミ
よ
し。
。

（
4
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦
後
移
民
計
画
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
あ
る
。
一
つ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
立
場
か
ら
、
移
民
（
と
く
に
非
英
語
系
移
民
）

　
の
導
入
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
不
足
し
が
ち
で
あ
っ
た
低
賃
金
労
働
者
を
調
達
す
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
、
本
文
で
扱
わ
れ
る
他
の
目
的
は
ほ

　
ん
の
つ
け
足
し
か
偽
隔
に
す
ぎ
ぬ
と
す
る
。
ま
さ
に
客
員
労
働
シ
ス
テ
ム
で
、
英
国
・
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
経
験
と
い
さ
さ
か
も
本
質
に
お
い
て
変
わ
り

　
は
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
人
々
の
主
張
で
あ
る
。
、
前
者
と
し
て
は
以
下
の
論
文
が
代
表
的
で
あ
る
。

　
冒
ぼ
O
o
≡
房
堕
．
↓
ぎ
唱
○
一
蕊
8
一
国
8
8
響
冤
象
憎
○
陰
≦
ΩD
『
冒
目
一
α
Q
β
ユ
8
．
」
⇒
戸
戸
≦
訂
Φ
写
ユ
α
q
窪
9
。
＆
界
ω
8
江
。
ざ
a
ρ
り
穿
旨
跨
黛

　
妹
》
恥
㌔
ご
調
織
ら
畠
軸
肉
ら
o
醤
o
ミ
督
＆
㍉
』
更
鞍
3
貸
魯
貸
醤
○
匙
懸
蹄
食
跨
矯
＜
o
一
。
ω
一
》
。
】
乙
。
N
。
ω
o
o
閥
O
O
］
β
℃
㊤
5
図
｝
ω
図
餌
⇒
o
ざ
一
〇
刈
9
℃
℃
●
一
〇
㎝
I
N
g
O
一
ヰ
ρ
）
．
ン
黛
α
q
昌
oo
ロ
誘
”

　
チ
o
勺
○
一
試
8
一
＜
○
箆
り
、
㌧
ぎ
国
竃
昌
の
H
餌
＆
坦
2
の
一
。
。
O
p
a
m
こ
鉢
婁
讐
ミ
暁
§
勺
o
N
ミ
翁
沖
ぴ
g
α
Q
ヨ
き
O
プ
8
げ
ぼ
ρ
ζ
Φ
一
げ
○
仁
ヨ
ρ
一
〇
〇。
9
℃
マ
癖
o。
q

　
ー
お
S
後
者
の
立
場
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
研
究
者
の
基
本
的
通
説
に
従
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
多
様
な
目
的
・
要
因
を
認
め
よ
う
と
す
る
。

　
む
ろ
ん
前
者
の
立
場
を
全
く
否
定
す
る
の
で
は
な
く
そ
の
傾
向
も
認
め
る
。
知
o
げ
2
霊
員
色
弩
α
認
昌
㊤
国
睡
Φ
F
』
醤
穿
§
毫
、
S
黛
艶

　
、
愚
ミ
ミ
暁
§
§
駄
卜
§
妹
ミ
鳶
§
砺
象
時
童
一
〇
お
ヨ
き
O
『
Φ
。
・
岳
H
ρ
寓
Φ
一
び
8
ヨ
ρ
一
〇
〇
。
一
●
勾
げ
○
巳
餌
督
ω
昌
一
F
．
》
島
貸
』
き
ぎ
巨
一
α
Q
醤
は
8
一
〇
合

　
山
O
胡
、
ぎ
掴
一
■
卑
鉱
p
勾
い
ω
且
酔
b
禽
§
｝
、
尽
ミ
＆
篤
§
｝
』
ミ
ミ
蒔
蓉
嵩
§
§
駄
鯨
§
ミ
識
§
肉
ら
§
o
§
”
9
0
0
日
缶
。
一
β
い
○
巳
O
p
一
〇

　
お
℃
箸
．
鶏
ふ
o
。
，
論
争
の
発
端
は
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
近
東
（
ト
ル
コ
・
レ
パ
ノ
ソ
等
）
系
の
移
民
と
英
国
・
西
ヨ
ー
・
ッ
パ
系
移
民
の
職
業
分

布
（
後
述
）
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
じ
ま
る
が
、
後
者
の
よ
う
に
よ
り
広
い
歴
史
的
文
脈
の
中
で
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、
もo
ぼ
・

　
ユ
お
け
8
〔
ご
o
。
O
〕
8
。
身
・
も
後
者
の
立
場
に
立
つ
て
い
る
。

（
5
）
　
引
用
は
男
9
0
註
Φ
ざ
さ
魯
ミ
詠
婁
蛛
ミ
鳶
ミ
』
b
o
§
ミ
鴨
ミ
黛
曼
寅
鳶
ミ
▽
剣
缶
§
讐
蕊
誉
9
這
ω
㌣
一
〇
刈
9
2
号
8
》
島
冨
一
5
蜜
。
一
・

　
げ
8
§
ρ
お
刈
o
o
｝
℃
や
観
下
5
0
D
よ
り
o

（
6
）
　
0
8
崩
お
図
ω
腎
ユ
お
δ
5
〔
お
o
o
O
〕
o
マ
9
f
窟
誌
S
フ
ォ
ー
ド
の
声
明
の
一
部
を
引
用
し
て
み
た
い
Q
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戦後オーストラリアの大量移民と「白豪政策」の終焉（1）

　
　
　
『
こ
の
戦
争
に
よ
る
出
費
、
お
よ
び
こ
の
国
の
未
来
の
防
衛
は
、
人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
う
め
あ
わ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
Q
出
生

　
　
　
率
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
試
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
科
学
的
な
移
民
政
策
（
霧
。
一
9
け
田
巳
聾
酋
器
○
昌
2
一
ξ
）
の
必
要

　
　
　
性
を
認
識
す
る
現
実
主
義
者
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
（
同
上
書
、
一
二
七
頁
の
引
用
文
よ
り
）
。

　
　
な
お
、
そ
れ
で
は
そ
の
当
時
、
ど
の
く
ら
い
の
人
口
に
な
れ
ば
安
心
出
来
た
の
か
と
い
う
と
、
コ
ー
ル
ウ
ェ
ル
移
民
大
臣
の
計
算
に
よ
る
と
二
千

　
五
百
万
人
と
見
積
ら
れ
た
◎
戦
争
直
後
の
人
口
は
約
七
百
三
十
万
人
、
現
在
は
一
千
五
百
万
人
前
後
で
あ
り
当
初
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ

　
と
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
戸
炉
ω
邑
チ
ロ
箋
8
8
●
9
ε
P
ω
o。
’
を
参
照
。

（
7
）
≦
O
●
ω
〇
三
ρ
．
↓
訂
勺
8
℃
浮
σ
q
・
｛
ぎ
終
巴
一
ゆ
、
」
戸
犀
峯
》
旨
島
き
α
≦
9
●
O
。
鳥
P
Φ
α
。
。
’
い
臼
鳶
毎
婁
讐
ミ
馬
§
鱒
§
§
墜

　
捧
ぎ
騨
§
気
寄
＆
き
撃
O
ぽ
ω
霞
器
℃
蜜
巴
ぴ
8
讐
①
ご
8
｝
づ
P
ε
7
嵩
ω
ー
が
戦
前
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
口
問
題
に
ま
つ
わ
る
悲
観
的
議

　
論
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）
　
コ
ー
ル
ウ
ェ
ル
移
民
大
臣
の
別
の
声
明
に
よ
る
と
、
難
民
は
農
業
お
よ
び
農
村
地
区
で
の
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

　
声
明
文
が
読
ま
れ
て
い
る
時
す
で
に
難
民
を
乗
せ
た
最
初
の
船
（
浮
Φ
0
9
Φ
邑
出
鉱
纂
。
ぼ
2
。
口
）
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
む
か
っ
て
い
た
が
、
人
員
は

　
男
七
二
九
名
、
女
一
一
四
名
で
あ
っ
た
。
年
令
平
均
は
二
四
才
で
全
て
独
身
。
出
身
は
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
地
方
を
中
心
と
し

　
て
い
た
。
若
い
者
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
国
9
0
包
曙
〔
お
お
〕
8
・
鼻
・
も
マ
一
〇。
一
∴
o
。
N
声
明
文
の
原
文
は
、
9
ミ
§
醤
弩
昏
へ
罫
、
ミ
』
慧
ミ
§
妹
ミ
冤

　
b
魯
＆
塁
寓
8
器
9
即
①
冥
霧
昌
雷
け
貯
β
鵠
2
0
諾
目
げ
R
一
緯
8
＜
○
一
●
ご
9
窮
』
8
㌣
9
に
所
収
。

（
9
）
　
前
注
（
5
）
を
参
照
。

（
1
0
）
　
≦
●
P
ω
○
昌
一
〇
〔
一
〇
〇
ω
〕
o
窟
9
f
P
旨
O
●

（
n
）
　
戦
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
道
主
義
者
あ
る
い
は
教
会
指
導
者
達
の
間
に
「
白
豪
主
義
」
へ
の
反
省
が
深
ま
っ
た
こ
と
は
注
意
し
た
い
（
コ

　
9
0
三
2
〔
お
刈
o
o
〕
8
・
鼻
●
｝
℃
層
一
鴇
ー
冨
o。
．
）
。

（
12
）
o
琶
一
8
田
。
ρ
．
H
§
一
σ
Q
聾
一
8
印
巳
鐸
旨
践
帯
。
・
、
」
5
》
評
け
善
。
窪
民
釦
＝
8
“
a
辛
》
§
ミ
鳶
誉
ミ
き
㌻
§
き
○
昏
こ

　
¢
担
】
≦
〇
一
ぎ
q
讐
ρ
一
〇
お
｝
P
8
N
。

（
1
3
）
　
0
8
串
昌
ω
ぎ
ユ
泥
一
8
ロ
O
o
。
O
〕
○
マ
9
ε
℃
P
一
8
山
田
曾
な
お
、
一
ケ
年
な
い
し
は
そ
れ
以
上
の
期
間
必
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
滞
留
す
る

　
こ
と
を
言
明
す
れ
ば
航
海
費
用
も
補
助
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
1
4
）
ト
月
ζ
9。
三
P
肉
警
恥
禽
留
謙
N
警
跨
毎
恥
ミ
魯
気
b
馬
も
N
§
匙
、
ミ
防
§
恥
斗
卜
婁
妹
ミ
§
り
》
乞
¢
汐
Φ
聲
O
彗
ぼ
員
帥
り
お
3
》
マ
歴
こ

　
の
百
万
人
の
難
民
達
を
一
国
と
し
て
最
も
多
く
受
け
入
れ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
あ
っ
た
が
そ
れ
に
続
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
位
置
し
て
お
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り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
熱
意
が
窺
わ
れ
る
。

（
1
5
）
　
と
く
に
東
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
か
ら
の
初
期
難
民
は
、
不
熟
練
労
働
・
半
熟
練
労
働
部
門
に
属
す
る
人
々
が
多
か
っ
た
。
全
体
と
し
て
、
単
純
・
不
熟

　
練
労
働
者
を
主
体
と
し
て
移
民
さ
せ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
難
民
の
職
業
（
一
九
四
九
ー
五
一
年
）
を
示
す
図
を
本
文
に
付
け
加
え

　
て
お
く
。

（
1
6
）
　
低
賃
金
労
働
者
獲
得
が
最
大
の
目
的
だ
と
す
る
主
張
（
注
4
参
照
）
は
、
こ
の
非
英
語
国
民
の
資
格
否
定
と
指
定
労
働
制
の
存
在
を
強
調
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
人
々
と
の
雇
用
競
争
の
激
化
防
止
を
も
目
的
と
し
て
い
た
Q
な
お
、
コ
ー
ル
ウ
ェ
ル
の
一
九
四
七
年

　
の
声
明
で
は
、
指
定
労
働
期
間
一
年
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
指
定
労
働
制
に
つ
い
て
は
里
幕
一
訂
＆
ω
ぼ
色
ロ
O
o
。
昌
書
9
ε
℃
や
田
ー

　
認
を
参
照
。

（
17
）
　
勺
9
0
註
2
〔
お
お
〕
o
ワ
。
搾
℃
冨
。
器
o。
山
お
◎
に
引
用
。

（
1
8
）
　
す
で
に
一
八
九
一
年
時
に
お
い
て
、
人
口
の
約
一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
は
非
英
国
系
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
（
付
表
参
照
）
、
一
九
世
紀
に
は

　
ド
イ
ッ
人
や
ス
カ
ソ
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
地
域
か
ら
も
入
植
し
て
い
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
イ
タ
リ
ア
人
が
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
の
北
部
に
入
植
Q
一
九

　
二
〇
年
、
二
四
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
移
民
制
限
の
影
響
で
、
一
九
二
〇
年
代
約
二
万
四
千
人
も
の
入
植
者
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
ギ
リ
シ
ャ
、
ユ

　
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
等
の
移
民
も
あ
っ
た
　
（
ω
ブ
震
ぎ
α
q
δ
づ
〔
る
oo
O
〕

（
1
9
）
　
一
般
的
に
は
、
防
衛
問
題
は
比
較
的
は
や
く
後
退
し
た

　
と
さ
れ
る
が
、
一
九
七
〇
年
、
当
時
の
移
民
大
臣
で
あ
っ
た

　
リ
ソ
チ
（
勺
窪
一
ξ
い
冒
3
）
は
、
鉄
工
業
者
協
会
の
会
議
で
防

　
衛
問
題
と
移
民
問
題
と
を
関
連
さ
せ
て
語
っ
た
と
い
う
報
告

　
が
あ
る
（
塑
炉
ω
e
一
チ
〔
お
ぢ
〕
O
P
9
跡
；
ワ
ω
oo
）
。
し
か

　
し
、
こ
の
頃
に
な
る
と
戦
争
“
核
戦
争
と
い
う
認
識
も
あ

　
り
、
移
民
月
防
衛
と
い
う
つ
な
が
り
は
背
景
に
後
退
し
て
い

　
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
限
定
局
地
戦
争
と
関

　
連
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
よ
う
だ
。

（
2
0
）
　
ミ
・
》
望
8
一
四
F
臼
壽
、
き
ら
禽
防
勲
肉
8
謹
ミ
詩

　
b
き
乳
愚
ミ
§
妹
き
』
§
讐
ミ
昼
O
び
8
岳
H
ρ
鎧
色
ぴ
o
仁
§
o
一

8
，
9
一
こ
署
9
一
憲
－
旨
9
）
o

付表　オーストラリア人口の
　エスニック別構成1）1891年

　％

87．9

7．1

0．1

0．2

1．1

0．3

0．4

000，s

5
　
　
1

7
　
　
3

8
　
　
n
∠

2

2．9

4
6
1
3
6
9
　
1
3
　
　
9
5

100．03，270

英国・アイノレランド

北西ヨーロッバ

東ヨーロツパ

南ヨーロツパ

中近東（西アジァ）

中国入

東南アジア・他

鞍砺ア’アフリカ〕

τ蝦藷島人〕

　2）
合計

95．3

4．7

3，116

　154

ヨーロヅパ入

非ヨーロツパ人

1）ユダヤ人は出身地国別に分類。

2）合計にはアボリジニ等が含まれているので一般
　　統計と違う。

資料＝W．Kaspe■，et　a1．，∠4％s渉7α」臨α∫♂hθ

　Cずoεs■o‘z‘Js，H：arcoロτt　Brace　Jovanovich

　Gτoup，Sydney，1980，P．65．
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戦後オーストラリアの大量移民と「白豪政策」の終焉（1）

　
一
鶏
①
も
P
一
お
山
設
｝
9
。
＆
℃
マ
曽
㎝
山
曽
9

（
2
1
）
　
E
C
の
労
働
移
動
の
法
制
問
題
に
つ
い
て
は
、
小
城
剛
「
労
働
者
の
自
由
移
動
に
関
す
る
E
C
の
立
法
」
『
目
本
E
C
学
会
年
報
』
（
前
出
）
一

　
ー
一
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
2
）
　
一
九
六
〇
年
代
、
ア
ジ
ア
系
移
民
よ
り
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
を
好
ん
だ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
で
ス
ペ

　
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
間
に
移
民
協
定
を
結
ぼ
う
と
し
た
が
、
．
客
員
労
働
制
を
好
む
両
国
政
府
に
よ
つ
て
拒
否
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
ト
ル
コ
、

　
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
移
民
計
画
を
生
む
契
機
と
な
っ
た
（
望
馨
一
訂
＆
空
幕
一
一
〔
お
o
。
昌
○
マ
鼻
。
一
P
8
）
。

（
2
3
）
句
レ
ζ
畳
貰
§
“
さ
讐
§
妹
空
慧
ミ
♪
9
。
蓉
琶
g
駐
d
薯
劃
ω
箆
虜
二
。
冨
p
。
。
。
・
お
よ
び
9
壁
8
空
β
．
冒
巨
α
Q
箏

　
ぎ
口
彗
α
Φ
酔
艮
。
亀
霞
β
、
ぎ
｝
勺
呂
§
8
§
α
蝉
＝
窪
α
・
＆
ω
ハ
お
お
〕
8
・
9
f
箸
8
㌣
8
藤
・
本
文
で
示
し
た
以
外
で
重
要
な
動
き
は
、

　
ま
ず
、
一
九
四
九
年
、
ア
ジ
ア
人
戦
争
難
民
の
滞
在
が
許
可
さ
れ
、
ま
た
共
産
中
国
の
成
立
に
と
も
な
い
家
族
等
の
移
住
も
許
何
さ
れ
た
。
一
九
五

　
六
年
は
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
う
ち
著
名
人
・
科
学
者
等
の
少
数
移
民
が
可
能
と
な
る
。
一
九
六
四
年
は
混
血
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
移
民
簡
易
化
な
ど

　
が
主
な
動
き
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
24
）
　
O
訂
幕
の
即
冨
〔
お
お
〕
β
。
一
8
P
8
ド
な
お
、
ほ
ぽ
同
じ
頃
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
等
で
も
移
民
に
関

　
す
る
差
別
的
条
項
が
取
り
払
わ
れ
て
、
国
際
世
論
も
反
差
別
的
な
方
向
へ
む
か
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
国
際
世
論
に
つ
い
て
は
声

　
H
●
ざ
＆
O
p
≧
§
、
ミ
聾
恥
』
ミ
ミ
蒔
ヨ
黛
帖
§
§
駄
き
恥
．
§
焼
融
毎
§
讐
ミ
誉
．
㌧
ミ
帖
受
｝
ω
且
昌
2
¢
担
ω
箆
霧
望
り
一
〇
刈
9
畠
8
8
同
8
℃
マ
一
お
ー
8
ト

　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
5
）
　
旨
担
竃
震
け
ぎ
口
鶏
o
。
〕
o
P
。
霊
博
P
8
お
よ
び
O
訂
号
ω
汐
一
8
〔
お
お
〕
o
P
。
F
℃
や
8
㌣
曽
P
を
参
照
さ
れ
た
い
Q
な
お
、
勾
9
ゲ

　
旨
。
冨
ω
8
p
．
夢
①
腎
§
凝
雪
け
譲
・
詩
R
．
ぼ
｝
ω
・
§
≦
噂
旦
り
畢
i
さ
暮
馬
ミ
醤
』
§
ミ
§
u
q
巳
く
。
邑
蔓
・
㌦
9
§
。
・
雷
＆
堕
ω
戸
『
。
置

　
一
箋
S
P
蕊
は
一
九
七
二
年
の
調
査
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
次
の
よ
う
に
聞
か
れ
た
ら
な
ん
と
答
え
る

　
だ
ろ
う
か
。
「
移
民
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
同
様
差
別
な
き
雇
用
機
会
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
」
。
四
分
の
一
以
上
の
男
性
労
働
者
は
否
定
的
に

　
答
え
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
当
然
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
国
な
の
だ
か
ら
」
と
』
。
こ
う
し

　
た
感
情
は
、
矢
業
者
が
増
大
す
る
時
に
表
面
化
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
空
莞
＝
鋤
＆
空
員
色
〔
お
。
。
昌
8
℃
魯
こ
マ
o。
O
。
。
＆
℃
P
O
ω
あ
ト
し
か
し
、
経
済
状
況
だ
け
で
な
く
、
移
民
流
入
に
と
も
な
う
社
会
的
費
用

　
の
膨
張
、
特
に
都
市
人
口
の
拡
大
に
と
も
な
う
公
共
事
業
費
、
郊
外
の
拡
大
に
よ
る
交
通
体
系
の
整
備
費
用
の
増
大
は
、
移
民
数
減
少
圧
力
と
な
っ

　
た
。
都
市
地
域
開
発
省
は
、
移
民
削
減
に
賛
意
を
表
し
た
。
一
般
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
数
量
の
変
化
は
、
時
々
の
景
気
の
良
悪
と
関
連
し
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て
い
る
（
戸
戸
ω
邑
浮
〔
ご
お
〕
8
．
9
叶
こ
唇
食
ム
o
。
）
の
で
あ
っ
て
こ
の
時
だ
け
の
現
象
で
は
な
い
Q
し
か
し
、
今
論
じ
た
よ
う
に
社
会
的
費

　
用
が
大
き
な
争
点
と
な
っ
て
移
民
数
量
が
制
限
さ
れ
る
、
と
い
う
点
は
目
新
し
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
2
7
）
　
旨
．
H
・
ζ
の
三
づ
〔
一
零
o
。
〕
○
℃
’
o
一
一
こ
℃
●
刈
9
0
ゲ
賃
一
①
ω
牢
一
8
〔
ご
お
〕
8
．
鼻
こ
召
●
曽
O
I
N
一
ド
空
昌
①
＝
き
α
望
睡
。
一
一
〔
ご
o。
一
〕
8
。
9
一
こ

　
℃
P
O
“
1
り
9

（
2
8
）
＞
巨
邑
ぎ
℃
o
窟
一
豊
8
⑳
己
一
馨
一
α
Q
段
一
8
0
0
9
葺
奪
§
蔚
ミ
欺
§
ざ
§
§
§
匙
＞
§
軸
ミ
§
、
賜
笥
怠
ミ
＆
馬
§
’
＞
O
ミ
§
、
愚
§

　
＞
．
ρ
乍
oo
こ
9
嘗
①
昌
。
D
噂
一
S
S
が
そ
の
表
れ
で
あ
っ
た
。

（
2
9
）
　
人
道
主
義
的
理
由
を
移
民
・
難
民
受
け
入
れ
理
由
と
し
て
あ
げ
る
人
々
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
文
化
に
異
質
的
な
も
の
を
と
り
入
れ
、
独
自
な

　
も
の
を
つ
く
り
あ
げ
た
い
と
す
る
志
向
が
強
い
◎
同
じ
文
化
向
上
と
い
っ
て
も
、
移
民
初
期
の
よ
う
に
英
国
的
文
化
の
み
の
導
入
に
よ
る
オ
ー
ス
ト

　
ラ
リ
ア
文
化
向
上
を
望
む
人
々
と
傾
向
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
辺
は
注
意
し
た
い
（
ω
ぼ
色
山
巳
ω
ぼ
色
〔
這
o。
昌
冒
認
命
b
。
鐸
）
。

（
30
）
　
》
信
ω
茸
』
き
勺
○
を
蛋
陣
8
螢
＆
H
崔
邑
㎎
9
。
詠
8
0
0
琶
o
鴇
〔
一
〇
刈
己
8
●
。
一
f
℃
．
一
●

（
3
1
）
　
移
民
即
経
済
拡
大
・
成
長
と
い
う
考
え
方
は
こ
の
時
に
初
め
て
登
場
し
た
の
で
は
な
い
。
利
益
の
た
め
に
は
イ
ソ
デ
ィ
ア
ン
・
ク
ー
リ
ー
で
も

　
中
国
人
労
働
者
で
も
見
境
い
な
く
輸
入
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
過
去
ず
い
分
あ
っ
た
。
一
八
四
〇
年
代
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ク
ー
リ
ー
、
一
九
世
紀

　
後
半
の
カ
ナ
カ
諸
島
人
の
利
用
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
タ
リ
ア
人
な
ど
（
》
●
θ
K
胃
藍
堕
鳶
欺
誉
魯
隔
き
≧
§
』
ミ
o
醤
§
㌧
ミ
ミ
茜
ミ
貰
§
一

　
〇
婁
Φ
一
＞
霧
富
一
貫
ζ
巴
3
q
彗
£
3
0
。
・
）
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
は
、
低
賃
金
労
働
に
目
を
つ
け
た
も
の
だ
が
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
移
民
即
大

　
陸
開
発
・
経
済
成
長
観
に
従
っ
て
「
人
・
金
・
市
場
（
蜜
費
冒
自
2
。
巳
霞
毘
食
ω
）
」
政
策
が
実
行
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
世
界
恐
慌
に
よ
っ

　
て
長
続
き
し
な
か
っ
た
（
戸
≦
⊆
。
葦
』
＞
§
ご
為
肉
ミ
＞
O
§
蔑
ミ
ミ
リ
＝
①
言
。
白
m
P
田
畠
ヨ
○
＆
」
箋
凶
℃
窟
一
鴇
ー
一
誘
●
）
。

（
32
）
　
ア
ジ
ア
難
民
受
容
と
て
単
に
人
道
主
義
の
所
産
と
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
戦
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
際
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
オ
ー
ス

　
ト
ラ
リ
ア
経
済
が
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
太
平
洋
圏
と
密
着
し
た
事
実
を
み
れ
ば
よ
い
。
白
豪
主
義
を
捨
て
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
出
来
る
と

　
同
時
に
、
ア
ジ
ア
と
の
関
連
強
化
、
ア
ジ
ア
の
経
済
的
・
政
治
的
安
定
の
た
め
に
も
難
民
受
け
入
れ
を
行
な
い
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
信
頼
を
得
る
の
に

　
好
都
合
な
手
段
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
」
（
三
）
本
誌
第
五
六
巻
第
一
号

　
を
参
照
願
い
た
い
。

（
3
3
）
　
も
と
も
と
、
繊
維
お
よ
び
衣
料
・
は
き
物
関
係
の
産
業
は
女
性
中
心
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
女
性
も
多
く
参
加
し
て
い
る
。
し

　
か
し
移
民
人
口
と
比
較
し
て
み
る
と
当
該
産
業
へ
の
移
民
女
性
の
参
加
率
の
大
き
さ
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
全
体
と
し
て
も
附
表
に
み

　
ら
れ
る
通
り
（
次
頁
）
、
移
民
女
性
の
労
働
力
参
加
率
が
相
対
的
に
み
て
高
い
。
こ
れ
は
、
移
民
家
族
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住
し
定
着
す
る
ま
で
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の
経
費
（
支
出
）
の
大
き
さ
と
、
男
子
労
働
力
の
収
入
が
低
い
た
め
、
女
性
も
必
要
上
働
か
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
P
中
ρ
P
匹
σ
q
ゲ
『
ぎ
一

　
〇
〇
焦
R
磐
8
0
ロ
浮
Φ
団
ヨ
覧
○
図
g
Φ
葺
○
協
≦
o
ヨ
o
p
一
〇
〇
。
ρ
『
ぎ
肉
ミ
恥
駄
き
ミ
§
註
導
恥
閏
8
き
ミ
｝
＞
O
・
P
ω
こ
6
昏
び
R
卸
一
〇
〇
。
ど
マ
㎝

　
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
傾
向
は
現
在
も
同
じ
で
あ
る
。

（
34
）
　
『
企
業
家
達
（
財
界
）
は
決
し
て
幻
想
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
政
府
が
目
標
と
し
て
掲
げ
た
成
長
率
は
、
一
九
七
一
－
七
二

　
会
計
年
度
の
半
分
な
い
し
は
一
九
七
〇
1
七
一
会
計
年
度
の
四
分
の
一
強
の
移
民
者
数
で
は
と
て
も
達
成
出
来
な
い
こ
と
を
十
分
知
っ
て
い
る
』

　
（
空
H
邑
よ
民
ω
ぼ
色
〔
ご
o
。
昌
○
マ
9
f
マ
o
。
刈
に
引
用
）
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
商
工
会
議
所
は
、
移
民
と
経
済
成
長
の
関
係
を
明
確
に
し
て

　
い
る
。
こ
れ
は
一
九
七
三
年
一
一
月
の
公
聴
会
へ
の
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
で
あ
る
。

（
3
5
）
　
勺
。
§
S
ω
邑
p
．
↓
ぎ
ω
o
霞
8
・
D
o
｛
》
島
件
邑
一
き
国
8
8
邑
。
O
H
o
鼠
げ
一
〇
U
ω
ー
一
〇
お
、
”
ぎ
や
旨
ω
邑
p
2
鋤
一
●
〔
ご
刈
O
〕
o
ラ
鼻
‘
マ
鍵
・

付表　労働力率の比較（男女），1971年

女（％）

　　35．8

Q
J
　
9

＆
乳

3
　
　
3

48．8

51。7

48．8

39．2

44．3

48．6

38．3

45。5

43．1

41．6

37．1

　生誕地　　男（％）

オ戸ストラリア　　　79．6

英国・アイルランド79。3

イタリァ　　　　　　85。7

ギリシャ　　　　　86，9

ユ戸ゴスラピア　　　88．6

ドイツ　（西ドイツ）　　892

オランダ　　　　　90．1

ニュージーランド　　8α4

ポーランド　　　　 86．7

マノレタ　　　　　　　　　　　　86。8

その他のヨーロッパ　84．4

その他の国　　　　75．3

外国生まれ合計　　　82・5

総合計　　　　80．3

資料原典：Women’s　Buleau，Australian
　Depaτtment　of　Labour，ThθRoJθoノ

　四〇卿鰯伽オh6Eoo％o吻夕，A．G．P．

　S．Canbe1ra，1974．
引用＝B．Ford，‘Employment’・in　A・
　F．Davis，et　a1．，eds．，∠4％s哲γα」づ‘zπ

　So6」θピッ，1977．p．61．
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